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消
産

山々が恋をして色づきを迎えた11月中旬、吉無田高原「緑
の村」の頂に円形型の〝天空ステージ〟が誕生した。
早速、カライモ掘りに訪れていた保育園のちびっ子諸君と標
高650㍍の現地を一路目指した。
そこには、楽園をイメージさせるステージと、どこまでも果
てしなく続く雄大な絶景が広がっていた。
ちびっ子諸君は、「ヤッホー」を連発しながら、ふと考えた？
「このステージは、いったい誰が造ってくれたの？」

 　（17 ページに関連記事）

山々が恋をして色づきを迎えた11月中旬、吉無田高原「緑
の村」の頂に円形型の〝天空ステージ〟が誕生した。
早速、カライモ掘りに訪れていた保育園のちびっ子諸君と標
高650㍍の現地を一路目指した。
そこには、楽園をイメージさせるステージと、どこまでも果
てしなく続く雄大な絶景が広がっていた。
ちびっ子諸君は、「ヤッホー」を連発しながら、ふと考えた？
「このステージは、いったい誰が造ってくれたの？」

 　（17 ページに関連記事）

吉無田の頂上で「ヤッホー」を叫ぶ吉無田の頂上で「ヤッホー」を叫ぶ

神様のお部屋を衣替え
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講演＆コーディネーター講演＆コーディネーター講演＆コーディネーター

岡 本　光 雄 氏岡 本　光 雄 氏岡 本　光 雄 氏

全国町村議会議長会
議事調査部長

全国町村議会議長会
議事調査部長

全国町村議会議長会
議事調査部長

おかもと・みつお
昭和 51 年全国町村議会議長会採用。平
成元年自治大学講師養成講座修了。市
町村アカデミー講師、全国町村議会議
長会議事調査部長などを務める。57 歳

パネリストパネリストパネリスト

橋 場　利 勝 氏橋 場　利 勝 氏橋 場　利 勝 氏

北海道栗山町議会
議　長

北海道栗山町議会
議　長

北海道栗山町議会
議　長

はしば・としかつ
平成７年４月北海道栗山町議会議員に初
当選。現在、４期目。文教厚生常任委員
会長を経て、平成 12 年 10 月栗山町議会
議長に就任。現在、議長３期目。64歳

◎議会基本条例　自治に基づく地方議会運営をどのよ
うに行うかを定めた条例。平成12年4月の地方分権
一括法の施行を受けて、地方議会の役割は広範囲と
なり、その責任はそれまでと比較にならないほど重
度化した。そこで、住民の意思を地方自治体の施策
に反映させ、住民との約束をつくるために「議会基
本条例」が誕生した。北海道栗山町が平成18年5月
に施行した「栗山町議会基本条例」が全国初。現在、
全国の都道府県や市町村を合わせると、70を超える
自治体が制定している。

来年3月に、県内で初めての「議会基本条例」の
制定を目指す御船町議会（田中隆敏議長）―。
そこには、町民の意志を町政に反映させ、町民と
の約束をつくろうと15名の議員が心を一つにした
新たな挑戦です。
今月号では、御船町議会が開催した御船町議会基
本条例シンポジウムでの講演やパネルディスカッ
ションを振り返りながら、議会改革の最前線に迫
ります。

Mifune  Town  Parliamentary 

　

政
府
と
い
う
と
、（
東
京
都
の
）
霞
ヶ

関
、
永
田
町
、
中
央
政
府
を
イ
メ
ー

ジ
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
が
、
身
近
に

「
御
船
町
の
政
府
」
が
あ
り
ま
す
。

み
な
さ
ん
が
選
ん
だ
町
長
や
、
議
員

で
構
成
す
る
議
会
が
あ
り
、
町
長
側

に
は
職
員
が
い
て
、
一
定
の
条
例
は
議

会
で
作
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
予
算

も
議
会
で
決
め
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
は

「
地
方
の
自
治
体
の
政
府
」
で
す
。

　

町
長
と
議
員
は
、
二
元
代
表
制
で
、

ど
ち
ら
も
住
民
の
代
表
で
す
。
私
は
、

二
元
で
は
な
く
根
っ
こ
は
一
元
で
、
住

民
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
主
権
者
に
替

わ
って
、（
地
方
）
政
府
の
仕
事
を
や
っ

て
も
ら
お
う
と
、
議
員
と
町
長
を
選

ん
で
い
ま
す
。
だ
か
ら
、
住
民
が
基

本
で
す
。
簡
単
に
言
え
ば
、
住
民
に

雇
わ
れ
た
、
議
員
と
町
長
で
す
。
だ

か
ら
、選
ん
だ
人
、雇
っ
た
人
が
し
っ

か
り
し
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。
こ
れ

は
、
都
道
府
県
も
国
も
同
じ
で
す
。

　

法
律
の
範
囲
内
で
地
方
自
治
体

は
、条
例
を
制
定
す
る
こ
と
が
で
き
、

こ
れ
は
条
例
制
定
権
の
一
番
根
っ
こ

で
す
。
法
律
の
趣
旨
、
地
方
自
治
の

本
旨
、
地
方
自
治
の
キ
ー
ワ
ー
ド
に

内
容
が
反
し
て
い
な
け
れ
ば
、
基
本

条
例
は
法
律
の
範
囲
内
で
収
ま
る
と

解
釈
し
ま
す
。

　
（
北
海
道
）
栗
山
町
は
、
憲
法
の

解
釈
を
見
事
に
や
っ
て
の
け
、
実
際

に
議
会
基
本
条
例
を
作
り
、
先
が
け

と
な
り
ま
し
た
。
栗
山
町
議
会
基
本

条
例
で
は
、「
豊
か
な
議
会
を
築
き

た
い
と
思
う
」と
書
い
て
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
議
会
が
人
格
を
も
っ
た
現

れ
で
、
議
場
の
中
の
議
会
で
は
駄
目

だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
、
①

議
会
と
し
て
の
約
束
②
町
民
と
の
約

束
③
執
行
部
と
の
約
束
④
個
々
の
議

員
と
の
約
束―

を
書
い
た
議
会
版
の

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
（
約
束
）
だ
と
思
い

ま
す
。住
民
は
、自
分
た
ち
に
替
わ
っ

て
、（
議
会
で
）
予
算
や
条
例
の
審

議
を
し
て
も
ら
う
代
理
人
で
す
か

ら
、
自
分
た
ち
で
選
ん
だ
以
上
は
、

１
期
４
年
間
は
、
議
員
は
サ
ポ
ー

タ
ー
に
な
っ
て
も
ら
う
関
係
を
つ

く
っ
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
（
こ
れ
か
ら
は
）
ま
ち
づ
く
り
や

議
会
を
多
く
語
る
機
会
を
増
や
し
て

い
く
こ
と
が
大
事
で
す
。

　

良
い
ま
ち
づ
く
り
と
い
う
の
は
、

町
長
も
議
会
も
目
的
は
一
緒
で
す

が
、
役
割
が
違
い
ま
す
。
良
い
ま
ち

づ
く
り
は
、「
世
界
に
通
用
す
る
価

値
観
」
で
す
。
ぜ
ひ
、「
御
船
か
ら

日
本
に
限
ら
ず
、
世
界
に
発
信
」
し

て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
た
ち
が
議
会
改
革
を
進
め
た

き
っ
か
け
は
、
平
成
12
年
の
地
方
分

権
法
が
き
っ
か
け
で
す
。
自
分
た
ち

の
地
域
は
、
自
分
た
ち
の
責
任
で
使

途
を
決
め
て
い
く
時
代
と
な
り
ま
し

た
。栗
山
町
議
会
は
平
成
13
年
か
ら
、

分
権
時
代
の
議
会
の
在
り
方
と
い
う

議
会
改
革
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
そ

の
基
本
に
置
い
た
の
は
、「
開
か
れ

た
議
会
と
情
報
の
公
開
」
で
あ
り
、

透
明
度
で
す
。

　

平
成
14
年
か
ら
議
場
に
カ
メ
ラ
を

置
い
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
放
映

し
ま
し
た
。（
ほ
か
に
も
）
自
治
法

に
認
め
ら
れ
た
参
考
人
招
致
と
い
う

制
度
が
あ
り
ま
す
。
住
民
負
担
を
伴

う
議
案
は
、
参
考
人
を
招
致
し
て
、

住
民
の
意
見
を
聞
く
も
の
で
す
が
、

5
件
く
ら
い
は
修
正
し
た
と
思
い
ま

す
。（
ま
た
）
定
例
会
の
た
び
に
議

員
が
質
問
者
の
名
前
と
項
目
を
書
い

た
、
ビ
ラ
、
ポ
ス
タ
ー
を
議
員
自
ら

貼
っ
て
い
ま
す
。
少
し
で
も
住
民
に

（
議
会
を
）
傍
聴
に
来
て
い
た
だ
き

た
い
思
い
か
ら
や
っ
て
き
ま
し
た
。

　

陳
情
や
請
願
は
、
必
ず
提
案
者
を

呼
ん
で
意
見
を
聞
い
て
い
ま
す
。
条

例
の
中
に
は
、
住
民
の
政
策
提
案
も

位
置
づ
け
て
い
ま
す
。
や
は
り
、
住

民
の
意
見
を
聞
く
こ
と
が
大
事
で
、

町
民
の
政
策
提
案
と
い
う
位
置
づ
け

が
妥
当
で
す
。

　

そ
し
て
、
何
よ
り
も
一
番
大
き

か
っ
た
の
は
、「
議
会
報
告
会
」で
す
。

私
た
ち
の
改
革
の
柱
と
な
り
ま
し

た
。
正
し
い
情
報
を
伝
え
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
住
民
の
意
識
も
高
く
な
っ

て
い
き
ま
す
。
議
会
と
行
政
だ
け
の

ま
ち
づ
く
り
で
は
、
創
れ
る
わ
け
が

あ
り
ま
せ
ん
。
や
は
り
住
民
の
参
加

が
あ
っ
て
、
本
当
に
良
い
町
が
創
れ

ま
す
。
こ
こ
（
御
船
町
）
は
、
そ
う

い
う
意
識
が
高
い
町
だ
と
思
い
ま

す
。
ぜ
ひ
住
民
も
、
お
任
せ
民
主
主

義
で
は
な
く
、
議
会
や
行
政
を
検
証

し
て
い
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

次
に
、
最
良
の
意
志
を
決
定
す
る

に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
か
、
議
会
は

言
論
の
広
場
で
あ
り
、
当
然
、
自
由

討
論
で
す
。
討
論
を
通
じ
て
、
お
互

い
に
論
点
や
争
点
を
表
し
て
、
公
開

し
て
い
く
こ
と
が
議
会
と
し
て
の
使

命
で
す
。
議
会
基
本
条
例
が
住
民
と

の
約
束
と
言
わ
れ
て
い
る
根
底
に
あ

る
も
の
は
、
住
民
参
加
と
情
報
の
公

開
を
住
民
と
共
有
す
る
こ
と
で
す
。

そ
し
て
、
住
民
と
共
に
歩
む
と
い
う

こ
と
が
基
本
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ

は
、
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
（
約
束
）
で
、

住
民
と
の
契
約
で
あ
る
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
課
題
は
、
地
方
議
会

が
地
方
政
府
で
あ
り
、
議
会
は
立
法

で
す
。
当
然
、
住
民
の
た
め
に
な
る

い
ろ
い
ろ
な
条
例
を
作
っ
て
い
く
こ

と
が
、
議
会
の
使
命
で
あ
る
と
思
い

ま
す
。

　

分
権
時
代
で
は
、
国
は
絶
対
に
譲

る
こ
と
は
余
り
し
ま
せ
ん
。だ
か
ら
、

地
方
か
ら
勝
ち
と
る
こ
と
（
が
絶
対

に
必
要
）
だ
と
思
い
ま
す
。

加速する
議会改革。

「
議
会
と
町
長
は
地
方
自
治
の
政
府
。

　

御
船
町
の
価
値
観
を
世
界
へ
発
信
」

「
議
会
と
行
政
で
は
町
は
創
れ
な
い
。

　

お
任
せ
民
主
主
義
を
住
民
参
加
に
」

御
船
町
議
会
基
本
条
例
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　

〜 

み
ん
な
で
語
ろ
う 

み
ん
な
の
議
会 

〜
／
11
月
29
日
／
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

PANEL  DISCUSSION

御船町議会基本条例の制定を目指す御船町議会15名御船町議会基本条例の制定を目指す御船町議会15名御船町議会基本条例の制定を目指す御船町議会15名

　栗山町基本条例では、「分権と自治の時代にふ
さわしい、町民に身近な政府としての議会及び
議員の活動の活性化と充実に必要な、議会運営
の基本事項を定めることによって、町政の情報
公開と町民参加を基本にした、栗山町の持続的
で豊かなまちづくりの実現に寄与する目的」と
して、次のようなルールが設けられている。

1　町民や団体との意見交換のための議会主催者
による「一般会議」を設置

2　請願や陳情を「町民からの政策提供」として
位置づけ

3　重要な議案に対する「議員の態度（賛否）を
公表」

4　年1回の「議会報告会」の開催を義務化
5　議員の質問に対する町長や町職員の「反問権」
（逆質問）の付与

6　「政策形成過程」（町が提案する予算、条例な
ど）に関する資料の提出の努力義務

7　5項目にわたる「議決事項」の追加
8　議員相互間の「自由討議」の推進
9　「政務調査費」（政策調査の研究活動などに支
給される費用）に関する透明性の確保

10　議員の「政治倫理」を明記
11　「最高規範性」（議会運営の基準）と4年に1
度の「見直し」

12　町民から議会運営に関し提言を聴衆する「議
会モニター」を設置

13　有識者に政策づくりへの助言をもらう「議会
サポーター」の導入

解説・栗山町議会基本条例の特徴
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パネリストパネリストパネリスト

池 田　弘 明 氏池 田　弘 明 氏池 田　弘 明 氏

町民代表町民代表町民代表

いけだ・ひろあき
平成7年から、御船町議会を傍聴されて
いる。その背景には、１人の議員が、初
当選から15年間議会開会の案内を欠かさ
ず届けていることにある。69歳

パネリストパネリストパネリスト

福永　悦 氏福永　悦 氏福永　悦 氏

町民代表町民代表町民代表

ふくなが・えつ
行政報告や一般質問を中心に、御船町議
会を10年以上傍聴。環境・福祉・教育の
分野に高い関心をもたれ、議会発言は
ノートに書きとめ、議会分析を進める。
73歳

パネリストパネリストパネリスト

山 本　孝 二 御船町長山 本　孝 二 御船町長山 本　孝 二 御船町長
執行部代表執行部代表執行部代表

やまもと・こうじ
昭和 57 年７月御船町職員採用。農政課
（現経済振興課）、都市計画課（現建設
課）、県庁出向、総務課、議会事務局な
どを経て、平成 19 年４月御船町長に初
当選。現在、１期目。51歳

パネリストパネリストパネリスト

藤 村　久 御船町議員藤 村　久 御船町議員藤 村　久 御船町議員

御船町議会基本条例
制定特別委員会委員長
御船町議会基本条例
制定特別委員会委員長
御船町議会基本条例
制定特別委員会委員長

ふじむら・ひさし
昭和62年4月御船町議会議員に初当選。
現在、6期目。経済常任、建設常任など
の委員会、副議長を歴任。平成21年3
月、議会基本条例特定特別委員会委員
長に就任。62歳

議会の傍聴はありますか。町議会の改革は必要だと
思いますか。

議会報告会に参加された
ことがありますか。

あなたの意見や町民の声が町議会
に反映されていると思いますか。

年齢はいくつですか。

ある
ない

91人 (19.4％)
378人（80.6％）

10代
20代
30代
40代
50代
60代
70代

58 人 (12.3％)
24 人 (5.1％)    
135 人 (28.8％) 

89 人 (19.0％)      
33 人 (7.0％)   

82 人 (17.5％)       
42 人 (9.0％)        
※無回答 6 人 (1.3％)

※無回答 7 人 (1.5％）

※無回答 6 人 (1.3％)

議会アンケート報告

御船町議会が独自に行ったアンケートの
集計結果を一部紹介します。
御船町議会が独自に行ったアンケートの
集計結果を一部紹介します。
御船町議会が独自に行ったアンケートの
集計結果を一部紹介します。

必要
必要ない
わからない

思う
やや思う
思わない
わからない

参　加
不参加
無回答

241 人(51.4％)
11 人 (2.3％)
211 人(45.0％)

37 人 (7.9％)
122 人(26.0％)   
127 人(27.1％)   
176 人(37.5％)

114 人 (24.3％)
353 人(75.3％）　　
2人 (0.4％)        

Mifune  Town  Parliamentary 

　
（
議
会
を
）
傍
聴
し
て
思
っ
た
こ
と

を
率
直
に
主
婦
の
意
見
と
し
て
、
次

の
３
つ
を
述
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

❶
傍
聴
し
て
思
う
こ
と
▽
傍
聴
者

が
少
な
い
▽
質
問
を
聞
い
て
、（
議
員

が
）
自
分
の
目
、
耳
、
足
で
ど
れ
だ

け
資
料
を
集
め
に
時
間
を
か
け
た
か

よ
く
わ
か
る
▽
議
員
は
（
議
会
中
に
）

あ
ま
り
メ
モ
を
と
ら
な
い
▽
当
日
の
質

問
内
容
や
氏
名
を
議
会
入
口
で
渡
さ

れ
る
が
大
変
い
い
こ
と
で
あ
る―

❷
議

会
に
期
待
す
る
こ
と
▽
議
員
は
町
民

の
代
表
。
町
行
政
に
町
民
の
意
見
・

要
望
を
届
け
る
こ
と
が
一
番
大
事
▽

議
員
同
士
、
町
民
と
の
活
発
な
意
見

交
換
や
各
種
勉
強
会
な
ど
に
参
加
す

る
な
ど
自
ら
の
研
さ
ん
に
努
め
て
ほ
し

い
▽
議
員
の
自
己
評
価
を
し
て
ほ
し

い
。
質
問
回
数
、
選
挙
前
の
公
約
の

確
認
、
議
会
報
告
を
し
て
い
る
か―

な
ど
▽
議
会
の
研
修
、
視
察
の
報
告

を
町
民
に
身
近
な
と
こ
ろ
で
報
告
し

て
ほ
し
い―

❸
議
員
に
望
む
こ
と
▽
委

員
会
、
全
員
協
議
会
、
特
別
委
員
会

を
予
約
な
し
で
傍
聴
が
で
き
た
ら
い
い

▽
議
会
の
情
報
公
開
を
進
め
て
ほ
し

い
。
広
報
活
動
の
充
実
。
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
開
設
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
ラ
イ

ブ
中
継
▽
平
日
、
傍
聴
で
き
な
い
人

も
い
る
。
土
・
日
・
祭
日
や
夜
間
議

会
の
開
催
▽
議
会
の
予
告
。
次
の
議

会
に
は
何
が
話
し
合
わ
れ
る
の
か
を

町
民
に
事
前
に
情
報
提
供
を
し
て
ほ

し
い
（
期
日
、
質
問
者
、
内
容
）

　

平
成
19
年
御
船
町
に
初
の
ロ
ー
カ

ル
・
マ
ニ
フ
ェス
ト
を
掲
げ
ら
れ
た
山
本

町
政
が
誕
生―

。
厳
し
い
意
識
改
革

を
促
さ
れ
た
職
員
と
、
理
解
あ
る
町

民
有
志
の
町
政
への
参
加
で
、
着
々
と

そ
の
成
果
が
現
れ
て
い
ま
す
。
地
産

地
消
は
、
食
物
ば
か
り
で
な
く
、「
地

方
自
治
の
地
産
地
消
は
、
こ
こ
御
船

町
に
生
ま
れ
た
」
と
思
って
い
ま
す
。

　

山
本
町
政
に
先
行
を
許
し
て
い
た

議
会
が
、
触
発
さ
れ
た
よ
う
に
、
議

会
改
革
に
着
手
し
、
議
会
基
本
条
例

制
定
に
ま
で
こ
ぎ
つ
け
た
こ
と
は
大
い

に
評
価
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
同
時
に

議
員
の
意
識
改
革
、
議
員
の
責
任
は

従
来
に
増
し
て
重
く
な
り
ま
す
。
議

員
と
し
て
信
念
と
理
念
を
持
ち
、
責

任
を
負
い
、
義
務
を
果
た
し
、
議
員

生
命
を
か
け
て
戦
う
覚
悟
が
必
要
で

す
。

　
（
今
年
の
）6
月
と
9
月
定
例
会
の

傍
聴
を
し
て
い
て
、
メ
リ
ハ
リ
や
緊
張

感
に
欠
け
て
い
た
、
マ
ン
ネ
リ
化
し
た

セ
レ
モ
ニ
ー
に
見
え
ま
し
た
。
一
般
質

問
を
さ
れ
る
議
員
、
さ
れ
な
い
議
員

の
差
は
何
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
差
は
歴

然
と
し
て
い
ま
す
。
議
会
の
一
般
質

問
は
、
議
員
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
だ
と
私

は
思
って
い
ま
す
。議
会
報
告
会
に
は
、

必
ず
議
会
側
が
議
題
を
一
つ
く
ら
い

提
起
し
て
、
こ
れ
を
町
民
と
討
論
す

る
、
こ
れ
を
最
初
に
も
っ
て
き
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
、｢

議
会
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
＆

ビ
ル
ド｣

と
い
う
言
葉
が
私
は
好
き

で
す…

。

「
ミ
フ
ネ
に
生
ま
れ
た
地
方
自
治
。

　

議
会
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
＆
ビ
ル
ド
」

「
傍
聴
し
た
主
婦
の
3
つ
の
提
言
。

　

議
会
と
議
員
に
期
待
を
望
む
声
」

「
疑
問
、
納
得
、
決
断
が
ベ
ー
ス
。

　

分
権
時
代
ス
タ
イ
ル
は
議
論
型
」

御船町議会基本条例シンポジウム　～ みんなで語ろう みんなの議会 ～

　

町
と
議
会
と
町
民
と
い
う
３
つ
の

三
角
形
の
バ
ラ
ン
ス
が
、
今
ま
で
足

り
な
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
（
私
が
町
職
員
で
）
議
会
事
務

局
長
の
と
き
、
議
員
の
意
見
を
聞

き
な
が
ら
、
議
会
と
し
て
ど
う
あ

る
べ
き
か
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。
一

番
感
じ
た
こ
と
は
、
情
報
の
公
開

が
ま
だ
ま
だ
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

議
会
側
の
立
場
か
ら
執
行
部
を
見

て
い
て
、
情
報
が
中
々
流
れ
て
き
ま

せ
ん
。（
情
報
が
）
流
れ
て
こ
な
い

理
由
に
は
、
議
会
が
表
面
だ
け
で

は
な
く
て
、
本
気
に
な
っ
て
水
面
下

に
あ
る
い
ろ
ん
な
問
題
点
を
さ
ら
け

出
す
こ
と
で
、
本
当
に
い
い
決
議
が

で
き
る
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
疑
問

点
を
聞
い
て
、
納
得
し
て
、
い
い
決

断
が
で
き
る
こ
と
で
、
執
行
部
も

議
会
も
お
互
い
が
納
得
で
き
て
、

中
身
を
知
る
こ
と
に
よ
っ
て
決
め
る

こ
と
が
ベ
ー
ス
（
基
礎
）
だ
と
思
い

ま
す
。

　

今
回
の
議
会
基
本
条
例
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
で
、
町
民
に
議
員
の
取
り
組

み
、
議
会
と
執
行
部
と
町
民
の
関

係
が
ど
う
な
っ
て
い
く
の
か
を
ま
ず

知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
い
ろ
ん
な
意
見
や
感
想
を

出
し
て
も
ら
っ
て
、
詰
め
て
い
く
こ

と
が
大
事
で
す
。
議
論
や
途
中
経

過
を
大
事
に
す
る
こ
と
で
、
町
民

の
意
見
も
聞
け
ま
す
し
、
お
互
い

に
執
行
部
の
意
見
も
聞
け
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
分
権
時
代
の
御
船
町

の
在
り
方
は
、や
は
り
（
話
し
合
い
）

議
論
す
る
こ
と
が
一
番
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

「
議
会
は
要
ら
ん
と
言
わ
せ
な
い
。

　

議
員
自
ら
足
を
運
び
代
弁
者
へ
」

　

栗
山
町
議
会
へ
研
修
に
行
き
、

議
会
報
告
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

「
も
う
議
会
は
要
ら
ん
」
と
言
わ
れ

る
強
い
表
れ
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
（
議
会
）
報
告
会
は
、
11

年
前
に
十
数
名
の
議
員
に
呼
び
か

け
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
と

き
に
実
現
し
て
い
た
ら
、
日
本
一

早
い
議
会
報
告
会
が
行
わ
れ
て
い
た

と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
今
年
、
あ
る
議
員
か
ら
、

「
ど
う
せ
や
る
な
ら
、
議
会
基
本
条

例
を
つ
く
ろ
う
じ
ゃ
な
い
か
」
と
意

見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
（
来
年
3
月
に
）
基
本
条
例
が

出
来
上
が
り
、
立
派
な
運
用
が
さ

れ
て
い
け
ば
、
議
会
と
し
て
の
機
能

を
町
長
と
対
等
の
立
場
で
、
町
民

の
意
志
を
反
映
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

　

計
画
に
あ
た
っ
て
は
、
私
た
ち
は

理
念
を
大
事
に
し
て
、
論
議
を
交

わ
し
な
が
ら
理
念
を
つ
く
り
ま
し

た
。
そ
の
一
つ
が
、
町
民
に
開
か

れ
た
議
会
。
町
民
と
共
に
歩
む
議

会
。
行
動
す
る
議
会
。
通
年
に
わ

た
っ
て
議
会
行
動
を
す
る
な
ら
ば
、

住
民
団
体
や
、
い
ろ
ん
な
団
体
が

あ
り
ま
す
が
、
町
に
伝
え
た
い
議

案
や
政
策
案
を
含
め
て
、
議
員
に

代
弁
を
し
て
も
ら
お
う
と
い
う
こ

と
が
あ
れ
ば
、
い
つ
で
も
委
員
会
、

個
人
、
全
体
で
も
出
掛
け
て
いって
、

会
議
に
一
緒
に
参
加
し
ま
す
。
そ

の
こ
と
が
私
た
ち
の
御
船
町
基
本

条
例
の
目
玉
と
感
じ
て
い
ま
す
。

そ
の
決
意
を
15
名
の
議
員
が
し
っ
か

り
も
って
い
ま
す
。

ア
ン
ド
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latter part

多
彩
な
演
芸

魅
了
す
る
和

芸
術
文
化
の
集
大
成

高
木
が
４
種
目
制
覇

３
年
連
続

総
合
優
勝

　カルチャーセンターで11月１日から３
日まで、第32回御船町文化祭（町文化協会
主催）が開催され、芸術の祭典に連日多く
の来場者が訪れました。
　１日と３日の両日にわたって、合奏や
吹奏楽などの音楽演奏と、ダンスや詩吟
などの演芸約90種目。心に透きとおるよ
うなハーモニー、あでやかで繊細な舞、躍
動感あふれるダンスなどの多彩なステー
ジがあますことなく披露されました。
　また、展示部門のアートホールやロ
ビー、各室には、工芸品や書道、華道など
の感性豊かな作品の数々。来場者は、思
い思いの芸術作品に足を止めて、日本古
来の美である〝和の世界〟に心を和ませ
ていました。

1滝尾幼稚園のマーチング「キセキ」2大野剣流
詩舞会の剣舞「楠公を詠ず」3童謡教室ほほえみ
の合唱「夕やけこやけ」4感性豊かな押し花に見
入る来場者5御船昭和保育園の合奏「エル･クンバ
チェロ」6茶のおもてなしで心を和ませる来場者
7舞踊研究会の舞踊「女の旅路」8御船小学校金
管バンド部の「ＰＥＡＣＨ」9毛筆でしたためら
れた掛軸に足を止める来場者

1みんなでジャンプで息のあった跳躍をみせる木
倉地区2ソフトボールＢパートで七滝地区を優勝
に導いた剛腕投手の山下敏視さん3ソフトボール
Ａパート決勝でフルスイングの上野地区・山田政
志さん。結果はボテボテのピッチャーゴロ4ゲー
トボールで玉の軌道を見つめる選手5グラウンド
ゴルフで2打目を放ち勢いよく走る選手6綱引き
で渾身の力を込めて綱を引く田代東部地区

【総合成績】
優　勝／高木地区体育協会　　準優勝／上野地区体育協会
３　位／木倉地区体育協会　　躍進賞／上野地区体育協会

【競技成績】（優勝のみ）　

▼グラウンドゴルフ／高木 ▼ビーチボールバレー 49歳以下／高木 ▼同50
歳以上／御船 ▼ゲートボール／七滝 ▼ソフトボールＡパート／高木 ▼同
Ｂパート／七滝 ▼ワンバウンドふらば～るボールバレー／高木 ▼綱引き
Ａパート／七滝 ▼同Ｂパート／木倉 ▼みんなでジャンプ／木倉

御船町文化祭
　第８回町民スポーツ大会が11月8日、
スポーツセンターや町内各運動施設で開
催され、白熱した熱戦を繰り広げました。
　大会には、10地区の子どもから高齢者
まで914人の〝アスリート〟が参加。８種
目の団体競技で力を合わせて優勝を目指
しながら、地区間の親睦も深めて、心地よ
い汗を流しました。
　各競技では、手堅い試合運びと選手層
の厚さを武器に高木地区が得点を重ね
て、総合優勝。七滝地区の優勝記録２回
を抜いて、３連覇の栄冠に輝きました。
　また、スポーツセンターで温水プール
の無料開放やニュースポーツ体験コー
ナーも設けられて、町全体でスポーツの
秋を満喫した一日となりました。

町民スポーツ大会

1

2

5

6 7

8 9

4

3

1

2

4

6

3

5
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御船町役場　☎282－1111役場ニュース

◎平成19年4月　山本町長がマニフェスト（約束）の
中で、「学校給食センター建設は、住民のコンセン
サス（合意）を得るまで凍結する」と表明

◎平成20年6月～ 12月　町内すべての幼稚（保育）
園、小・中学校と子育て懇談会を2回ずつ開催。保
護者や教職員、調理員との意見交換を交わす

◎平成21年4月　地産地消や食育を推進するため、
経済振興課に「農業振興計画」、保健衛生課に「食育
推進計画」の策定を指示

◎平成21年6月　地産地消、食育、学校給食を考える
食育フォーラムを開催。さらに、学校給食問題検
討実行委員会を公募で募集

◎平成21年7月　学校給食問題検討実行委員会が設
立。3班体制で、学校給食関係者やＰＴＡ、議会な
どとの意見交換会を開催

◎平成21年10月　学校給食フォーラムを開催。こ
れまでの検討結果を町民に報告して、意見交換会
も実施

◎平成20年12月　12月定例議会で、山本町長が学
校給食の施設問題に対して、１年先送りを表明

◎平成21年11月　学校給食問題素案報告会が開催。
下野委員長から山本町長に報告書が提出

◎平成21年12月　12月定例議会で山本町長が「給
食センター方式＋自校方式」の選択を報告

山
本
町
長
が
給
食
問
題
に
決
断

「
セ
ン
タ
ー
＋
自
校
」式
を
選
択

問　

総
務
課
秘
書
係
（
内
線
2
0
3
）

給食給 食
委
員
会
が
町
長
へ
報
告
書
提
出

　

学
校
給
食
問
題
検
討
報
告
会
が
11
月
30

日
、
役
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

御
船
町
学
校
給
食
問
題
検
討
実
行
委
員

会
（
下
野
正
委
員
長
）
が
、
学
校
給
食
の

在
り
方
を
食
育
や
地
産
地
消
、
財
政
面
か

ら
総
合
的
に
検
討
し
た
結
果
を
町
民
に
報

告
し
よ
う
と
企
画
さ
れ
ま
し
た
。

　

下
野
委
員
長
か
ら
、
学
校
給
食
問
題
の

検
討
を
ま
と
め
た
報
告
書
（
素
案
）
が
山

本
町
長
へ
提
出
。
続
い
て
、①
地
産
地
消
・

流
通
班
②
学
校
給
食
・
食
育
班
③
財
政
班

―

の
3
班
か
ら
、
意
見
交
換
会
や
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
、
視
察
な
ど
の
活
動
内
容
が

詳
細
に
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

山
本
町
長
は
、「（
報
告
書
は
）
町
の
現

状
が
よ
く
理
解
で
き
る
。
委
員
会
が
意
見

交
換
会
を
交
わ
す
中
で
、
不
明
確
な
部
分

を
明
確
に
し
て
い
た
だ
い
た
。私
た
ち（
執

行
部
）
が
気
づ
か
な
い
部
分
に
目
を
あ
て

ら
れ
る
（
判
断
）
材
料
だ
と
思
う
」
と
報

告
書
を
高
く
評
価
さ
れ
た
一
方
で
、
そ
の

重
さ
も
受
け
止
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

下
野
委
員
長
は
、「
約
5
か
月
に
わ
た

り
活
動
し
て
き
た
が
十
分
だ
と
は
思
っ
て

い
な
い
。
今
回
の
報
告
を
町
長
、執
行
部
、

議
会
に
も
読
ん
で
い
た
だ
き
、
こ
れ
か
ら

の
御
船
町
の
学
校
給
食
の
在
り
方
で
更
な

る
議
論
を
深
め
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
期

待
を
込
め
て
総
括
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
委
員
会
の
各
班
が
ま
と
め
た
報

告
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

さ
ら
に
、
委
員
会
が
山
本
町
長
に
提
出

さ
れ
た
報
告
書
（
素
案
）
は
、御
船
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

意
見
交
換
会
（
吉
無
田
高
原
野
菜
振
興

会
、
栄
養
士
、
調
理
員
、
納
入
業
者
）
と

町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
、
過
半
数
以
上

の
人
が
、
国
内
や
県
内
産
、
な
る
べ
く
御

船
産
の
野
菜
を
新
鮮
で
旬
な
利
用
方
法
を

望
ん
で
い
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
学
校
教
育
課
で
、①
栄
養

士
、
給
食
員
、
生
産
者
、
納
入
業
者
と
の

協
議
②
献
立
の
年
間
使
用
計
画
を
作
成
③

生
産
体
制
や
集
荷
体
制
、
納
入
シ
ス
テ
ム

の
確
立
④
品
物
の
品
質
、
規
格
の
統
一
、

価
格
設
定
の
検
討―

な
ど
を
調
整
し
て
の

納
入
が
必
要
と
判
断
さ
れ
ま
す
。

　

よ
っ
て
、
自
校
方
式
と
セ
ン
タ
ー
方
式

の
い
ず
れ
で
も
、
地
元
野
菜
の
利
用
促
進

が
図
ら
れ
、地
産
地
消
が
確
立
で
き
ま
す
。

　

12
月
定
例
議
会
初
日
の
12
月
10
日
、
山
本
孝
二
町
長
は
学
校
給
食
施
設
の
問
題
に
対
し

て
、「
給
食
セ
ン
タ
ー
方
式
＋
自
校
方
式
」
で
進
め
る
こ
と
を
正
式
に
表
明
。
今
後
、
議

会
で
給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
に
向
け
て
予
算
承
認
を
得
る
予
定
で
す
。
こ
こ
で
は
、
山
本
町

長
決
断
の
大
き
な
力
と
な
っ
た
町
民
有
志
で
つ
く
る
「
学
校
給
食
問
題
検
討
実
行
委
員
会
」

の
約
5
か
月
に
も
及
ぶ
検
討
の
集
大
成
「
報
告
書
」
を
整
理
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ま
と
め 

１　
地
産
地
消
・
流
通
班

　

自
校
方
式
は
、
農
業
体
験
で
子
ど
も
た

ち
が
作
っ
た
野
菜
や
米
を
学
校
給
食
に
利

用
で
き
る
一
方
、
セ
ン
タ
ー
方
式
で
は
利

用
で
き
に
く
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
近
年
増
加
す
る
ア
レ
ル
ギ
ー
体

質
の
子
ど
も
を
考
え
た
場
合
で
は
、
自
校

方
式
は
、
各
学
校
に
栄
養
士
が
配
置
で
き

ず
、
調
理
員
の
安
全
面
や
衛
生
面
で
の
負

担
が
大
き
く
な
る
一
方
、
セ
ン
タ
ー
方
式

で
は
、
栄
養
士
が
常
駐
し
て
い
ま
す
の
で

直
接
指
導
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

意
見
交
換
会
（
栄
養
士
、
調
理
員
、Ｐ

Ｔ
Ａ
）
と
、
児
童
や
生
徒
、
保
護
者
ア
ン

ケ
ー
ト
の
結
果
、
学
校
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
行
政

が
一
体
と
な
っ
て
、
保
護
者
へ
の
食
育
推

進
を
図
る
必
要
が
あ
る
と
言
え
ま
す
。

ま
と
め 

２　
学
校
給
食
・
食
育
班

　

自
校
方
式
は
、
多
数
の
調
理
員
が
必
要

で
、
給
食
数
が
多
く
な
る
分
、
施
設
整
備

に
経
費
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
セ

ン
タ
ー
方
式
は
、
経
費
の
削
減
は
で
き
ま

す
が
、
各
学
校
へ
の
配
送
、
事
故
が
発
生

し
た
際
、
複
数
の
学
校
が
影
響
を
受
け
ま

す
。
し
か
し
、
セ
ン
タ
ー
方
式
は
、
児
童

や
生
徒
数
か
ら
見
て
も
小
規
模
施
設
で

す
。
町
内
の
全
給
食
数
か
ら
も
自
校
方
式

で
運
営
さ
れ
て
い
る
規
模
で
、
自
校
方
式

と
何
ら
変
わ
ら
な
い
サ
ー
ビ
ス
は
提
供
で

き
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

そ
の
結
果
、
セ
ン
タ
ー
方
式
、
共
同
方

式
を
含
め
て
、
学
校
給
食
施
設
の
統
合
数

が
増
え
て
、
施
設
が
大
き
く
な
る
ほ
ど
、

経
費
の
面
で
は
安
価
と
な
り
ま
す
。

ま
と
め 

３　
財
政
班

給食問題の主な流れ

項目 自校方式 共同方式 センター方式

食　

材

長 

所

短 

所

長 

所

短 

所

納
入
業
者

・地元から直接、旬の野菜が納入可能
・食材の品揃えが少量のためしやすい

品質の均一化が可
能

品質の均一化が図
れない

現在の地元納入業
者の収益となる

自校式に比べて経
費が安い

一括納入で経費が
安い

天候や災害で納入できない場合が発生

学校別の納入で業
者の経費が発生

現状での納入業者への対応が必要

※地産地消・流通班が調査した内容の一部を掲載

項目 自校方式 センター方式

栄
養
指
導

長 

所

短 

所

長 

所

短 

所

運
営
面

栄養士がいる学校は教職員と連
携して栄養給食指導ができる

栄養士がいるため調理員に直接
指導ができる

※ＰＴＡや調理員、甲佐町給食センターとの意見交換会などの内容を一部掲載

栄養士がいない学校は栄養給
食指導ができにくい

栄養士がセンター勤務のため学
校での栄養給食指導が難しい

学校行事の対応がやりやすい。
配送時間が無いため調理時間
がとりやすい

調理員の急な休みへ対応ができ
る。調理員の帳簿付けの負担
が少ない

調理員の急な休みへの対応が
困難となる。調理員の帳簿付け
の負担が大きい

配送時間があるため調理時間
が短くなる

町からの税金投入
シミュレーション

費 用
（平成22～40年度）

自校方式との比較
（19年間の合計）

※調理員数を文部科学省の基準で計算

自校方式

共同方式１
（御船小＋御船中）
共同方式２
（御船小＋御船中＋木倉小）
共同方式３　
（御船小＋御船中＋木倉小＋滝尾小）

給食センター方式

19億9200万（A）

20億9800万（B）

19億7700万（C）

17億5200万（D）

13億9200万（E）

―　　　　

1億0600万（B-A）

△1500万（C-A）

△2億4000万（D-A）

△6億0000万（E-A）

　七滝中央小学校は自校方式
とし、そのほかの小中学校は
給食センター方式とします。
ただし、給食センター方式へ
は段階的に移行します。理由
は、現在の施設の老朽化（耐用
年数の状況）や給食員の退職
者数を勘案しながら、施設運
営に無理なく効果的に活用す
るためであり、将来的な財政
負担の軽減にもなるからで
す。
　実施方法は、まず給食セン
ターを建設し、耐用年数を超
えている御船小と御船中を共
同調理場として使用します。
　次に、木倉小、高木小、滝尾小、小坂小
の給食施設を段階的（10年程度）に取り
込んでいきます。
　給食センター建設の計画予定地は、御
船小敷地内を中心に調査・選定し、平成
23年度建設に向けて準備を進めたいと
考えています。
　また、施設形態を問わず、食育および
地産地消をいかに推進し、実行していく
のかが課題です。今後、推進の方法とし
て、学校給食問題推進協議会を町長の諮
問機関として設置します。同協議会で、
学校給食推進計画（基本計画および実施
計画）をつくり、委員会からの報告の検
討事項、町民の提言を積極的に協議し、
解決していこうと考えています。

山本町長の決断

御
船
版
給
食
方
式
決
定

御
船
版
給
食
方
式
決
定

御
船
版
給
食
方
式
決
定

※執行部で、委員会財政班のシミュレーションを
基に、現状に照らし合わせて再シミュレーショ
ンを行った結果です

町からの税金投入
シミュレーション

費 用
（平成22～40年度）

共同方式4
（御船小＋御船中
＋木倉小＋高木小
＋滝尾小＋小坂小）

16億3700万
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今
、
求
め
ら
れ
る
教
育
環
境

学
園
都
市
は
無
限
の
可
能
性

問　

総
務
課
秘
書
係
（
内
線
2
0
3
）

政策政 策
地
域
素
材
を
ど
う
活
か
す

世
代
の
壁
を
超
え
た
交
流

　

２
回
目
と
な
っ
た
意
見
交
換
会
で
は
、

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
柱
３
「
こ
ど
も
達
が
健

や
か
に
育
つ
環
境
の
実
現
」
に
含
ま
れ
る

「
学
園
都
市
構
想
の
推
進
」
が
評
価
・
検

証
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

担
当
の
学
校
教
育
課
で
は
、①
幼
・
保
、

小
、
中
、
高
、
大
の
代
表
者
会
議
②
教
育

振
興
基
本
計
画
書
策
定
の
協
議
検
討
③
教

育
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催―

な
ど
の
事
業
を
取

り
組
み
と
し
て
説
明
（
下
表
）。
こ
の
取

り
組
み
は
、
町
内
の
幼
児
か
ら
大
学
生
ま

で
が
世
代
を
超
え
た
連
携
を
図
り
、
地
域

素
材
（
人
、
も
の
、
文
化
）
を
活
か
し
た

町
づ
く
り
を
目
指
す
も
の
で
す
。
取
り
組

み
の
中
で
、
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
多
く
の

参
加
者
と
の
感
動
共
有
や
教
育
振
興
基
本

計
画
書
策
定
で
具
体
的
な
学
園
都
市
の
位

置
づ
け
を
実
績
と
説
明
。
さ
ら
に
、
御
船

高
校
や
平
成
音
楽
大
学
が
、幼
稚
（
保
育
）

園
や
小
中
学
校
と
連
携
し
た
交
流
が
増
え

た
こ
と
を
成
果
と
し
て
挙
げ
ま
し
た
。

学
校
間
の
交
流
は
高
評
価

民
間
と
連
携
が
重
要
課
題

　

学
校
教
育
課
か
ら
の
事
業
説
明
を
受
け

て
、
評
価
・
検
証
（
10
項
目×

10
点
満
点
）

を
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
で
行
い
、
次
の

よ
う
な
意
見
を
も
と
に
採
点
さ
れ
ま
し
た

（
11
ペ
ー
ジ
表
）。

❶
数
値
目
標
、
達
成
期
限
、
財
源
、
手
法

・

手
探
り
状
態
で
の
事
業
を
行
っ
て
い
る

中
、
学
校
間
の
交
流
と
連
携
を
と
ら

え
て
お
り
、
教
育
振
興
計
画
と
も
合

わ
せ
て
今
後
に
期
待
し
た
い
（
4
点
）

❷
地
域
の
事
情
や
住
民
ニ
ー
ズ
、
有
効
性

・

地
域
資
源
活
用
と
い
う
点
で
は
理
解
で

き
る
。
住
民
ニ
ー
ズ
は
不
明
（
5
点
）

❸
地
域
の
分
権
・
自
立

・

幼
い
年
齢
な
ら
社
会
と
向
き
合
う
可
能

性
が
あ
る
。
地
域
社
会
に
無
関
心
な

若
者
を
巻
き
込
む
可
能
性
も
あ
る

（
7
点
）

・

ま
だ
、
行
政
主
導
で
あ
る
。
民
間
を
巻

き
込
ん
で
役
割
分
担
を
し
た
い（
0
点
）

❹
住
民
に
対
す
る
周
知
・
説
明

・

教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
周
知
、
報
告
の
役

割
を
担
う
と
思
う
が
、
住
民
に
伝
わ
っ

て
い
る
か
は
疑
問
（
4
点
）

❺
町
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

・

教
育
委
員
会
に
丸
投
げ
の
感
が
い
な
め

な
い
（
0
点
）

❻
市
民
団
体
の
理
解
・
協
力

・

小
、
中
、
高
、
大
間
の
連
携
が
取
れ
て

い
る
こ
と
は
評
価
で
き
る
（
7
点
）

・

学
校
間
の
み
で
評
価
で
き
な
い（
0
点
）

❼
推
進
体
制
（
組
織
機
構
）・
実
行
計
画

・

住
民
不
在
で
は
あ
る
が
学
校
間
の
交
流

は
図
ら
れ
て
い
る
。目
標
が
決
ま
れ
ば
、

運
用
や
実
行
の
体
制
は
整
う
（
4
点
）

・

町
民
（
保
護
者
、
一
般
）
を
巻
き
込
ん

だ
実
行
体
制
、
計
画
が
必
要
（
2
点
）

❽
評
価
、
検
証
、
満
足
度

・

教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
位
置
づ
け
次
第
で

は
、
良
い
評
価
・
検
証
に
な
る
（
5
点
）

❾
課
題
の
解
決
、
住
民
の
生
活
向
上

・

学
校
間
の
連
携
で
、
子
ど
も
達
の
心
の

向
上
に
は
つ
な
が
っ
て
い
る
（
7
点
）

・

地
域
素
材
を
活
か
し
た
町
づ
く
り
の
目

的
は
、
あ
る
程
度
有
効
（
3
点
）

10
問
題
意
識
や
課
題
検
討

・

子
ど
も
達
の
向
上
は
、
御
船
町
の
向
上

に
な
る
（
10
点
）

独
自
性
の
あ
る
学
園
都
市

企
業
へ
の
仕
組
み
づ
く
り

　

意
見
交
換
会
の
総
評
で
、
神
吉
信
之
氏

（
ロ
ー
カ
ル
・
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
推
進
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
九
州
代
表
）
は
、「
交
流
事
業

を
通
じ
て
効
果
が
表
れ
て
き
て
い
る
が
、

御
船
な
ら
で
は
の
学
園
都
市
構
想
を
考
え

た
と
き
、
住
民
や
外
部
向
け
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
に
欠
け
て
い
る
。
そ
こ
を
明
確
に
す
る

と
外
部
も
含
め
た
交
流
が
や
り
や
す
く
な

る
。
企
業
と
の
連
携
は
、
企
業
に
情
報
発

信
す
る
だ
け
で
な
く
、
企
業
が
協
賛
し
た

く
な
る
よ
う
な
仕
組
み
づ
く
り
を
し
て
い

く
と
い
い
。
取
り
組
み
自
体
は
、
非
常
に

可
能
性
を
秘
め
て
い
る
」
と
コ
メ
ン
ト
。

　

宮
村
の
り
子
教
育
長
は
、「
町
民
へ
の

周
知
、
内
容
の
工
夫
が
必
要
と
感
じ
た
。

い
た
だ
い
た
意
見
を
取
り
入
れ
な
が
ら
学

園
都
市
構
想
を
推
進
し
て
い
き
た
い
」
と

学
園
都
市
へ
の
期
待
を
〝
教
育
機
関
の

リ
ー
ダ
ー
〞
と
し
て
総
括
さ
れ
ま
し
た
。

　

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
（
公
約
）
の
進
ち
ょ
く
状
況
を
町
民
の
目
線
か
ら
評
価
・
検
証
を
す
る

意
見
交
換
会
が
11
月
13
日
、
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
担

当
課
の
事
業
取
り
組
み
に
対
し
て
の
町
民
評
価
を
整
理
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

御船町の教育ルールをまとめた「御船町教育振興基本計画」（概要版）。学園都市の実現や子育て支援
などの具体的な取り組みが幅広く決められている（写真左）。11月 21日に開催された教育フォーラムで、
御船高校芸術コース美術専攻生の似顔絵コーナーや、平成音楽大学生の生演奏が披露された。町が誇
る芸術文化の継承者たちが、次代の宝たちに本物の芸術をプレゼントしていた（写真中・右）

学園都市構想の取り組みを簡単ご紹介学園都市構想の取り組みを簡単ご紹介学園都市構想の取り組みを簡単ご紹介

①幼・保、小、中、高、大の代表者会議
町内の幼稚（保育）園と教育機関が
交流を図るための調整を行う会議

②教育振興基本計画書策定の協議検討
平成22年度から向こう5年間を見据
えた教育目標の計画を進めている

③教育フォーラム開催
幼児から大学生までが年に１回、音
楽交流を中心として一堂に会する

子ども達の活躍や交流の
場が増え、人間性を養う
効果がでてきている

計画書に「学園都市の実
現」を位置づけている

参加者に夢と感動を与え
ることができた

主な取り組み 効果・成果 期限
（年月）

達成度
（％）

実施年度
Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21

○

―

―

○

○

○

○

○

○

―

―

―

―

―

―

 

評価・検証の内容（10項目×10点満点）

総合評価の目安

❶　数値目標、達成期限、財源、手法

❷　地域の事情や住民ニーズ、有効性

❸　地域の分権・自立

❹　住民に対する周知・説明

❺　町長のリーダーシップ

❻　市民団体の理解・協力

❼　推進体制（組織機構）・実行計画

❽　評価、検証、満足度

❾　課題の解決、住民の生活向上

10　問題意識や課題検討

評価できない

0点 20点 40点 60点 80点 100点

改善点が多い 高く評価できる部分的に
評価できる

改善点はあるが
評価できる

3 点

3 点

5 点

4 点

5 点

5 点

4 点

4 点

5 点

5 点

総合評価

※総合評価は、意見交換会に参加された
　町民など 18 人の平均点です。

43 点形
式
・
妥
当
性

効　

果

推
進
・
進
ち
ょ
く
度

平均点

「自主財源の確保
 （町税徴収率の向上 90％）」

1月の意見交換会のお知らせ
テーマ：行財政改革

▼日　時　1月19日（火）
　　　　　午後7時30分～午後9時

▼場　所　カルチャーセンター2階大会議室
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ご
み
収
集
、
し
尿
汲
み
取
り
の

年
末
年
始
の
日
程
に
ご
協
力
を

差
押
え
や
公
売
会
開
催
を

8
割
以
上
が
必
要
と
回
答

問　

保
健
衛
生
課
環
境
衛
生
係
（
内
線
1
6
3
）

　

年
末
年
始
の
ご
み
収
集
と
、
し
尿
汲
み

取
り
の
日
程
が
決
ま
り
ま
し
た
の
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

　

毎
月
の
カ
レ
ン
ダ
ー
と
は
日
程
が
変
更

と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
お
間
違
え
の
な

い
よ
う
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

御
船
町
単
独
で
3
回
目
と
な
る
公
売
会

を
11
月
15
日
、
旧
御
船
幼
稚
園
舎
で
開
催

し
ま
し
た
。
滞
納
者
宅
か
ら
差
し
押
さ
え

た
生
活
雑
貨
や
電
化
製
品
、
絵
画
な
ど

1
1
0
品
を
出
品
。
落
札
率
は
、
こ
れ
ま

で
最
高
の
99
・
09
㌫
と
大
盛
況
で
し
た
。

　

今
回
、来
場
者
へ
の「
公
売
会
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
」
を
初
め
て
実
施
し
た
結
果
、
差

し
押
さ
え
や
公
売
会
の
開
催
を
必
要
と
す

る
高
い
回
答
と
な
り
ま
し
た
。

御
船
町
が
2
年
連
続
受
賞

問　

総
務
課
秘
書
係
（
内
線
2
0
3
）

受賞受 賞衛生衛 生

問　

税
務
課
徴
収
係
（
内
線
1
3
7
）

　

第
４
回
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
大
賞
の
授
賞
式

が
11
月
6
日
、六
本
木
ヒ
ル
ズ
（
東
京
都
）

で
開
催
さ
れ
、
御
船
町
が
審
査
員
会
特
別

賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

同
大
賞
は
、
ロ
ー
カ
ル
・
マ
ニ
フ
ェ
ス

ト
推
進
地
方
議
会
連
盟
な
ど
が
主
催
。
全
国

か
ら
、1
0
0
3
個
人
・
団
体
が
1
5
3
9

件
を
応
募
。
首
長
や
議
会
、
市
民
団
体
な

ど
7
部
門
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

審
査
講
評
で
は
、「
町
民
不
在
の
町
政

を
改
め
る
た
め
議
会
を
巻
き
込
む
必
要
を

先
見
し
決
断
し
て
の
取
り
組
み
は
光
彩
を

放
つ
。
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
実
行
隊
、
町
民
へ

の
情
報
公
表
・
共
有
、
町
民
・
職
員
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
、
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
ま
ち
づ
く

り
大
会
な
ど
、
地
に
足
の
つ
い
た
鋭
い
戦

略
の
実
行
は
、住
民
と
町
議
会
を
変
え
た
」

と
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

税金税 金

審査員会特別賞が授与さ
れた北海道栗山町議会
と、御船町を講評される
北川正恭審査委員長（上）

昨年の入賞に続き、審査
員特別賞と、記念のトロ
フィーが御船町へ授与さ
れた（左）

年
末
年
始
は
お
休
み
し
ま
す

問　

町
民
保
険
課
町
民
案
内
係
（
内
線
1
1
3
）

窓口窓 口
　

12
月
29
日
㊋
か
ら
1
月
3
日
㊐
ま
で
、

役
場
（
保
健
セ
ン
タ
ー
含
む
）
を
年
末
年

始
休
暇
で
閉
庁
し
ま
す
。

　

こ
の
期
間
は
、
日
直
の
職
員
と
宿
直
の

警
備
員
が
一
部
の
受
け
付
け
事
務
を
対
応

し
ま
す
。
こ
の
ほ
か
の
業
務
は
、
担
当
の

職
員
で
な
い
と
対
応
が
で
き
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
役
場
へ
電
話
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
お
越
し
の
際
は
、
役
場
西
側
の

出
入
口
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
受
け
付
け
で
き
る
事
務

　

出
生
届
、
婚
姻
届
、
死
亡
届　

な
ど

日　程 ごみ収集 し尿汲み取り

※12月28日㊊～ 30日㊌の収集は、燃えるごみのみを収集します。
※クリーンセンターへ、ごみの直接持ち込みは有料です（10㌔あたり100円）。
　詳しくは、御船町甲佐町衛生施設組合（☎282-0688）まで。
※年末のし尿汲み取りは、12月18日㊎までに予約が必要です。
　詳しくは、御船地区衛生施設組合（☎282-2970）まで。

アンケート調査の結果（対象54人）

滞納者への差し押さえをどう思いますか？

未記入
2人（4%）

どちらでもない
7人（13%）

厳しい
0人（0%）

必要
 45人（83%）

必要
 45人（83%）

必要
 45人（83%）

・納税（税金）は国民の義務だから。
・滞納は許すべきではない。
・大変でも支払っている人はいるのだから。
・納税者の平等を保つため。
・徴収率向上のため、続けた方が良い。

来 場 者 数

出  品  数

落  札  数

買 受 代 金

　76 人

110 品

109 品

110,740 円

公売会の開催を必要と思う人の意見 第3回　御船町公売会の実績

※買受代金はすべて滞納者の税金に
　充てられます。

12月29日（火）～1月3日（日）まで

役場はお休みします

12月29日（火）～1月3日（日）まで

役場はお休みします

12月29日（火）～1月3日（日）まで

役場はお休みします

日本年金機構が来年の
１月１日からスタート
　12月31日をもって社会保険庁
が廃止され、１月１日からサー
ビスの向上や組織、人員を一新
して「日本年金機構」に生まれ変
わります。
◎ここが変わります！
❶現在あるお近くの社会保険事
務所は、新たに「年金事務所」と
名前が変わりますが、年金相談
などの窓口として引き続きご利
用できます。また、建物はその
まま使用しますので住所は変わ
りません ❷これまでは、社会保
険庁や社会保険事務所の名義で
ご案内していた各関係書類は、
今後、厚生労働省や日本年金機
構の名義でご案内します ❸国民
みなさまの手続きは一切ありま
せんのでご安心ください。

12月21日㊊・22日㊋
12月23日㊌
12月24日㊍・25日㊎
12月26日㊏・27日㊐

12月28日㊊

12月29日㊋

12月30日㊌

12月31日㊍～
1月 3日㊐

1月 4日㊊

通常どおり
休　み
通常どおり
休　み

通常どおり（可燃物のみ）
※クリーンセンターへ
ごみ直接持ち込み可
（9：00 ～ 16：00）

通常どおり（可燃物のみ）
※クリーンセンターへ
ごみ直接持ち込み可
（9：00 ～ 12：00）

休　み

通常どおり

通常どおり
休　み
通常どおり
通常どおり

通常どおり

休　み

休　み

休　み

通常どおり
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新
型
イ
ン
フ
ル
ワ
ク
チ
ン

幼
児
や
低
学
年
が
前
倒
し

問　

保
健
衛
生
課
保
健
予
防
係
（
内
線
1
6
6
）

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
（
＝

ワ
ク
チ
ン
）
の
予
防
接
種
は
、
限
ら
れ
た

ワ
ク
チ
ン
の
量
を
基
に
、
優
先
接
種
対
象

者
を
７
段
階
に
設
定
し
、
県
内
の
医
療
機

関
で
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
（
右
下
表
）。

　

予
防
接
種
が
開
始
の
対
象
と
な
っ
て
い

る
人
は
、
指
定
さ
れ
た
医
療
機
関
、
か
か

り
つ
け
医
な
ど
へ
直
接
申
し
込
み
を
さ
れ

て
く
だ
さ
い
（
町
内
の
医
療
機
関
は
広
報

11
月
号
に
掲
載
）。

　

ま
た
、
予
防
接
種
を
受
け
る
際
に
は
、

対
象
者
に
応
じ
た
書
類
の
提
示
（
母
子
親

子
保
健
手
帳
、
各
医
療
保
険
者
証
、
運
転

免
許
証
な
ど
）
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

ワ
ク
チ
ン
が
一
部
前
倒
し

　

11
月
16
日
か
ら
、
妊
婦
や
基
礎
疾
患
が

あ
る
人
を
優
先
と
し
て
、
予
防
接
種
を

行
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
県
の
ワ
ク
チ

ン
供
給
状
況
に
よ
っ
て
、
１
歳
児
（
11
月

19
日
〜
）、2
歳
児
〜
小
学
3
年
（
12
月
3

日
〜
）
の
予
防
接
種
が
一
部
前
倒
し
と

な
っ
て
い
ま
す
。
予
防
接
種
を
希
望
の
方

は
県
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
（
左
下
文
）。

予
防
接
種
の
費
用
を
助
成

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
を

受
け
ら
れ
た
次
の
方
は
、
費
用
を
全
額
助

成
し
て
い
ま
す
の
で
、
請
求
手
続
き
を
さ

れ
て
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
者

・

生
活
保
護
世
帯
の
方

・

住
民
税
が
非
課
税
世
帯
の
方

▼
請
求
手
続
き
の
方
法

　

①
領
収
書
②
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予

防
接
種
済
証
③
通
帳
④
印
か
ん―

を
お
持

ち
の
上
、
保
健
セ
ン
タ
ー
（
保
健
衛
生
課

保
健
予
防
係
）
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問　

福
祉
課
児
童
福
祉
係
（
内
線
1
5
0
）

保育保 育保健保 健
　

平
成
22
年
度
の
町
内
保
育
園
の
入
園
申

し
込
み
の
受
け
付
け
が
始
ま
り
ま
す
。
入

園
を
希
望
さ
れ
る
保
護
者
は
、
次
の
手
続

き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
受
付
期
間

　

１
月
14
日
㊍
〜
１
月
15
日
㊎

　

午
前
／
午
前
10
時
〜
正
午

　

午
後
／
午
後
１
時
〜
5
時

▼
場　

所　

役
場
１
階
第
一
会
議
室

▼
申
し
込
み
に
必
要
な
も
の

　

入
園
申
込
書
と
印
か
ん
、
次
に
当
て
は

ま
る
書
類
▽
会
社
員
／
源
泉
徴
収
票
の
写

し
、
確
定
申
告
書
の
控
え
、
就
労
証
明
書

▽
自
営
業
／
確
定
申
告
書
の
控
え
、
就
労

証
明
書
▽
パ
ー
ト
／
源
泉
徴
収
票
の
写

し
、
就
労
証
明
書
▽
農
業
／
就
労
証
明
書

※
出
産
や
病
気
、
介
護
、
求
職
中
、
転
入

の
方
は
、ほ
か
に
も
書
類
が
必
要
で
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

子
ど
も
た
ち
の
新
た
な
旅
立
ち

園
児
募
集
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す

問　

町
民
保
険
課
保
険
係
（
内
線
1
１
8
）

保険保 険
　

後
期
高
齢
者
医
療
は
、
平
成
20
年
4
月

に
ス
タ
ー
ト
し
た
新
た
な
制
度
で
す
。

　

国
民
健
康
保
険
や
社
会
保
険
な
ど
、
こ

れ
ま
で
の
医
療
保
険
に
関
係
な
く
、
75
歳

（
一
定
の
障
が
い
の
あ
る
方
は
65
歳
）
以

上
の
す
べ
て
の
方
が
対
象
の
医
療
保
険

で
、
被
保
険
者
ご
と
に
所
得
な
ど
に
応
じ

て
保
険
料
を
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

し
か
し
、
次
の
よ
う
な
納
め
忘
れ
の

ケ
ー
ス
や
問
い
合
わ
せ
が
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
の
で
十
分
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

Q　

納
付
書
が
届
い
て
い
ま
し
た
が
、
領

収
書
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

A　

普
通
徴
収
の
方
に
は
、領
収
書
で
は

な
く
納
付
書
を
送
っ
て
い
ま
す（
下
の

図
）。
納
付
書
が
届
き
ま
し
た
ら
、期
限

ま
で
に
役
場
１
階
会
計
課
や
金
融
機

関（
肥
後
銀
行
、Ｊ
Ａ
上
益
城
、ゆ
う

ち
ょ
銀
行
な
ど
）で
保
険
料
を
納
め
て

く
だ
さ
い（
納
付
書
裏
を
参
照
）。

Q　

国
民
健
康
保
険
税
や
、
ほ
か
の
税
金

を
口
座
振
替
に
し
て
い
ま
し
た
の
で
、

て
っ
き
り
口
座
か
ら
引
き
落
と
さ
れ

る
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

A　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
口
座
振

替
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
新
た
に
口

座
振
替
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。
通

帳
と
通
帳
の
印
か
ん
を
持
参
の
上
、

役
場
や
各
金
融
機
関
で
手
続
き
さ
れ

て
く
だ
さ
い
。

（図）この用紙は、「領収書」ではありません。
　　 保険料を納めるための「納付書」です。

県内のワクチン接種スケジュール（11月13日改定）

10月 11月 12月 1月 2月 3月 
  

１歳 

 

10／23～10／23～10／23～

11／16～11／16～11／16～

11／19～11／19～11／19～

12／3～12／3～12／3～

12／3～12／3～12／3～

１月上旬予定１月上旬予定１月上旬予定

２月中旬予定２月中旬予定２月中旬予定

小学4～6年、1歳未満の保護者など

中学生、高校生、65歳以上

医療従事者 

妊婦、基礎疾患がある人（最優先者）

その他の基礎疾患がある人

２歳～小学３年 

※成人は原則１回となって
いますが、主治医の判断
で接種を2回行う場合が
あります。

ワクチン接種の費用

インフルエンザ総合相談窓口

☎333‒2240
御船保健所

☎282‒0016

1回目 ▽3,600円
2回目 ▽2,550 円

１

２

３

４

５

６

７

※斜線の部分が新たに変更となっています。
　今後、県内の優先接種スケジュールは、ワクチン供給の状況に
応じて、変更となる可能性もあります。県の公表に十分ご注意
ください。

　新型インフルエンザ
のお問い合わせで、医
療機関への電話がつな
がりにくい状況になっ
ています。
　新型インフルエンザ
の質問（効果、副反
応、費用、接種の対象
と医療機関など）は、

までお問い合せください。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
情
報
は
こ
ち
ら
ま
で

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
情
報
は
こ
ち
ら
ま
で

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
情
報
は
こ
ち
ら
ま
で

若葉保育園
☎282-0438

上野保育園
☎284-2601

高木保育園
☎282-2305

滝尾幼稚園
☎282-0937

御船昭和
保 育 園

☎282-0174

ぎんなん
幼 愛 園

☎282-0017

定員／120人

年齢／ 0歳（6か月）～

時間／午前8時30分～午後4時30分

定員／ 45人

年齢／ 0歳（離乳食完了）～

時間／午前8時30分～午後4時30分

定員／ 60人

年齢／ 0歳（離乳食完了）～

時間／午前8時30分～午後4時30分

定員／ 135人

年齢／ 0歳（2か月）～

時間／午前8時30分～午後4時30分

定員／ 90人

年齢／ 0歳（7か月）～

時間／午前8時30分～午後4時30分

定員／ 80人

年齢／満3歳～ 5歳児

時間／午前8時～午後5時30分

※滝尾幼稚園の申し込みは直接園へお問い合わせください。
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まちのまちまちのわだいわだいわだいまちのまちまちのわだいわだいわだい

身近な話題や情報をおまちしています。ご連絡は役場広報担当（☎282‒1111）までお気軽に。

一日女性課長体験

役場に女性課長が13人誕生？

消防団非常呼集訓練

冬場に備えた放水訓練

　御船町消防団（米田則昭団長、437人）の非常呼集訓練
が11月8日、町内9箇所で分団ごとに行われました。
訓練は、町内9箇所で火災が発生したと想定され、役場
に設置された御船町消防団本部から、午前5時30分に
各班の消防無線に出動を要請。消防団全31班324人と
自主防災組織2班14人は、小型ポンプ積載車に乗り込
み現場へと急行。水利やホース中継地点、放水位置の
各持ち場に着くと、手際よくホースを延長し連結。「放
水始め」の号令を合図に放水が開始され、本番さながら
の訓練を実践していました。

全国高等学校ロボコン大会

ロボコン王国〝王座奪還〟

　11月15日、第17回全国高等学校ロボット競技大会が
神奈川県横浜市で開催され、御船高等学校（板橋幹夫校
長、719人）マイコン制御部3チームが2年ぶり5度目
の全国制覇を成し遂げました。大会には、都道府県か
ら129チームが出場。競技は、金太郎と熊ロボットの操
縦者2人1組。ロボットを合体させ、障害物をクリ
アーして、刀やお土産を回収しながら得点や時間を競
います。昨年決勝で苦杯をなめた「御船Ａwithポチ」
は順当に勝ちあがり、決勝で大村工業高校（長崎県）と
対戦。張り詰めたプレッシャーをものともせず、全国
大会でのベストタイムをたたき出し優勝を飾りまし
た。同校3年の橋本英宗くん（小坂）と井上弥くん（熊
本市）は、「昨年は準優勝で5連覇を果せなかった。王座
を奪還できて嬉しい」と優勝の喜びをかみしめました。

　11月24日、町内在住の女性を対象とした「一日女性課
長」の体験が行われ、公募で選ばれた13人が役場の業務
にあたりました。女性に行政を肌で感じてもらおうと
企画され、今年で3回目。辞令が交付された後、それぞ
れ13部署に配属されて、業務説明や予算編成会議、女性
職員との懇談会などが行われました。総務課長を体験
された𡈽田キエコさん（上野）は、「総務課は机上事務の
イメージをもっていたが、防犯灯や町有林の現地視察
にも同行できて勉強になった。次回は総務課以外の仕
事ものぞいてみたい」と話されていました。

町民保険課長を体験されて、来庁者に証明書を手渡される
野口美祐紀さん（滝尾・右）

丸々と太ったカライモを掘る園児たち

早朝の薄暗いなかでも、機敏な動きで放水を行う消防団員

「ゆうすげの丘」記念式典

心が躍る天空ステージ誕生

あや   ね

わたるひでむね

ていしゅんえん

町立保育園合同で芋掘り体験

観光農園で園児たちが一仕事

　11月17日、吉無田高原「緑の村」で芋掘り体験が行
われ、若葉や高木、上野の町立保育園の園児約100人
が参加しました。畑は、グラウンド付近にある町有地
約5㌃で、元々はコスモス畑。観光農園を試みようと
町職員たちで芋畑に〝変身〟させて、初めて企画され
ました。若葉保育園年中児の藤田絢子さん（滝尾）
は、「おっきいおイモがたくさんほれてたのしかっ
た。やきイモにしてたべたい」と話していました。芋
掘りで〝一仕事〟した園児たちは、のっぺ汁や蒸かし
芋、焼き芋のご馳走をおいしそうに食べていました。

健康ウォークラリーin上野

史跡をめぐって歩こう

　健康ウォークラリーが11月29日、上野地区で開催され、
町内外から約120人が参加して、ウォーキングを楽しみま
した。フネッピーすこやかスポーツクラブなどが主催
し、健康や体力づくりの増進などを目的として、今年で3
回目。コースは、七滝中央小学校から、鼎春園や八勢眼鏡
橋を通り、日向往還を折り返す約3㌔の〝史跡めぐり〟。
参加者たちは、上野地区の豊かな自然と紅葉、新鮮な空気
を感じて、クイズにも挑戦しながら歩きました。ウォー
キング後には、上野公民館生涯学習から参加者全員に特
製だご汁が振る舞われていました。

　11月28日、吉無田高原「緑の村」の山頂約650㍍に町商
工会有志たちで造った〝天空ステージ〟「ゆうすげの
丘」の記念式典が行われました。このステージは、昨秋
に町商工会が開催した「秋の吉無田『動と静』」が好評を
得て、地域住民から常設舞台を望む声が起こり、町議会
と町商工会との懇話会で話がまとまり実現したもので
す。ステージは、約45㌧の石材を敷き詰めて、盛り土で
造成した直径20㍍の円形型。材料や重機の費用は、す
べて町商工会有志たちで負担されています。記念式典
では、町から工事関係者の個人や団体に感謝状の贈呈
と、肥後神楽や藤蓮の太鼓などが披露されて完成を祝
いました。町商工会監事の上田正夫さん（滝川）は、「来
春にはステージ上にも芝を張って、本格的な完成を目
指したい」と話されていました。

「（上野は）自然がいっぱい。（八勢眼鏡）橋が昔のつくりですご
い」と話していたのは、滝尾小4年の川上芳槻くん（滝尾・左）と
同小5年の平山稜大くん（同・右）の仲良しコンビ

安定した試合運びで優勝した「御船Ａwithポチ」。また「御船Ｂwithタマ」
が3位、「御船Ｃwithシロ」が4位と上位独占。全国に御船高校のレベル
の高さを知らしめた（御船高校提供）

豪快なダンスで記念式典に華を添えた「よさこい・肥後小巻組」。このス
テージは地球の50万分の１で設計されているほか、ステージ後方には、熊本
市内や有明海の雄大な絶景をはじめ、夕日や夜景も一望できる
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句

肥  

後  
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句

一  

般  

投  

稿
御
船
春
菊
句
会　

大
坪
蕗
子
選

天
狗
会

イ
ラ
ス
ト
は

た
て
に
描
い
て
ね

C o m m u n i t y  M i f u n e

イラスト
コーナー

まちへのみなさんからのお便りをご紹介します。 まちへの

月
号
の
百
歳
の
石
村
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
写
真
、

と
っ
て
も
素
晴
ら
し
い
!!
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
人

生
と
御
家
族
の
愛
が
す
け
て
見
え
る
よ
う
な
写
真
で
す

ネ
。
い
や
な
ニ
ュ
ー
ス
が
多
い
世
の
中
で
久
し
ぶ
り
に

ホ
ッ
と
心
が
温
か
く
な
り
ま
し
た
。
仕
事
か
ら
帰
っ
た

主
人
も「
い
い
な
ぁ
〜
」と
し
ば
ら
く
コ
タ
ツ
の
上
に
か

ざ
っ
て
い
や
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
嬉
し
さ
を
伝
え
た
く

て
お
便
り
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
く
だ
さ

い
。 

（
御
船
・
Ｉ
さ
ん
）

　

11
月
号
の
表
紙
は
多
く
の
み
な
さ
ん
に
お
褒
め
の
言

葉
い
た
だ
き
、編
集
者
と
し
て
最
高
の
喜
び
で
す
。
普
段

の
表
紙
写
真
は
取
材
中
に
撮
っ
て
お
き
ま
す
が
、今
回
は

事
前
に
石
村
さ
ん
ご
本
人
と
ご
家
族
に「
表
紙
写
真
を
撮

ら
せ
て
く
だ
さ
い
」と
お
願
い
し
た
初
の
試
み
で
し
た
。

表
紙
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、「
百
歳
で
在
宅
生
活
」「
家
族
の

支
え
」。
改
め
て
、石
村
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
表
情
に
は
エ

ネ
ル
ギ
ー
と
温
も
り
を
強
く
感
じ
ま
す
。
個
人
的
に
は
、

某
Ｃ
Ｍ
・
○
治
○
田
○
命
の
よ
う
な
一
枚
で
す
。 

（
広
報
担
当
）

日
、老
人
会
主
催
の
Ｇ
ゴ
ル
フ
に
参
加
し
ま
し
た
。

今
年
入
会
し
た
新
人
で
す
の
で
初
参
加
で
す
。

皆
様
の
元
気
の
良
い
こ
と
に
驚
き
で
す
。
私
よ
り
数
十

歳
も
年
上
の
人
が
元
気
一
杯
の
プ
レ
ー
、素
晴
ら
し
い
成

績
に
、若
い
私
が
そ
の
パ
ワ
ー
に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。
次

回
は
負
け
ぬ
よ
う
に
現
在
、猛
練
習
中
で
す
。

（
滝
川
・
Ｒ
く
ん
の
じ
い
ち
ゃ
ん
）

　

老
人
会
の
Ｇ
ゴ
ル
フ
に
初
参
加
で
、
会
員
の
皆
さ
ん

の
パ
ワ
ー
に
驚
か
れ
た
よ
う
で
す
ね
。
お
年
を
聞
く
と

驚
く
ほ
ど
若
く
て
元
気
な
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

生
き
が
い
や
楽
し
み
を
も
っ
て
い
つ
ま
で
も
元
気
で
い

た
い
で
す
ね
。
次
回
の
大
会
の
成
績
を
期
待
し
て
い
ま

す
。
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。　

　
　
　
　

 

（
広
報
担
当
）

青春昔話青春昔話青春昔話
町内に勤務する先生に、子どものころの
思い出を話してもらうコーナーです。
町内に勤務する先生に、子どものころの
思い出を話してもらうコーナーです。
町内に勤務する先生に、子どものころの
思い出を話してもらうコーナーです。

11月下旬、赤く色づいた紅葉が見ごろを迎えた眺世庵（御船）
の庭園。町が運営していた「老人憩いの家」を平成18年に民
間へ業務委託。今では、中庭もリニューアルされて、「ミニ水
前寺公園」の愛称で親しまれている〝隠れ家スポット〟です。

旬の一枚

田崎　さやかさん

▼中学３年生の卒業アルバムの柔道部集合写真（後列左3番目）。
　マジックで白帯部分を黒く塗って黒帯に見せています。

PN.　苺さん 岸　萌々子さん

里
芋
は
ひ
げ
付
き
の
ま
ま
枡
に
盛
り
供
え
て
月
の
出
で
来
る
を
待
つ

正
宗
タ
ツ
子

姫
君
も
若
武
者
も
居
る
菊
人
形
「
太
刀
洗
い
の
場
」
秋
の
日
に
映
ゆ

山
本
志
満
子

ロ
ボ
ッ
ト
の
歩
み
に
似
た
る
我
が
影
よ
冬
の
坂
道
ひ
た
す
ら
登
る

市
川　

結
子

文
化
祭
に
手
振
り
よ
ろ
し
く
踊
り
ゆ
く
法
被
姿
に
気
も
若
返
る

甲
斐
レ
イ
子

諄
諄
と
言
い
聞
か
す
ご
と
水
口
ゆ
水
は
干
割
れ
し
田
を
浸
し
ゆ
く

金
森　

英
子

「
ア
メ
リ
カ
の
菓
子
に
も
柿
の
味
は
な
い
」
と
遠
い
日
祖
父
は
語
り
お
り
た
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

北
村
ヤ
ヨ
イ

座
り
込
み
胸
の
動
悸
を
両
の
手
に
包
め
ば
確
か
に
ま
だ
生
き
て
い
る

古
閑
喜
美
子

力
あ
り
け
り
白
日
の
谷
紅
葉　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

渡
辺
ケ
イ
子

露
け
し
や
気
に
な
る
こ
と
の
二
つ
三
つ　
　
　
　
　
　

  

守
田　

律
子

偲
び
つ
ゝ
露
の
石
橋
渡
り
け
り　
　
　
　
　
　
　
　
　

  
赤
星　

和
子

お
洒
落
す
る
犬
の
七
五
三
に
目
を
丸
く　
　
　
　
　
　

  
た
さ
き
ゆ
み

秋
晴
に
や
が
て
透
け
ゆ
く
五
感
か
な　
　
　
　
　
　
　

  

黒
田　

順
子

雲
白
く
柿
の
実
赤
く
映
え
て
見
ゆ　
　
　
　
　
　
　
　

  

渡
辺　

澄
江

人
知
れ
ず
色
変
え
て
ゆ
く
谷
紅
葉　
　
　
　
　
　
　

  　

さ
と
う
と
も
こ

方
向
転
換　

ダ
ム
と
流
れ
た
無
駄
な
金　
　
　
　
　
　

  

増
永　

笑
和

出
る
わ
出
る
わ　

も
う
国
民
も
騙
さ
れ
ん　
　
　
　
　

  

坂
本　

周
礼

し
び
れ
切
ら
し
て　

ト
イ
レ
に
立
た
す
三
部
経　
　
　

  

坂
田　

と
も

さ
す
が
田
舎　

鍵
も
か
け
ん
で
野
良
仕
事　
　
　
　
　

  

平
野　

千
鶴

気
に
な
る　

急
に
冷
た
く
な
っ
た
彼　
　
　
　
　
　
　

  

吉
田　

楽
園

我
慢
せ
え　

惚
れ
て
貰
う
た
媽
だ
ろ
が　
　
　
　
　
　

  

鳥
井　
　

蘭

任
せ
な
さ
い　

何
が
あ
っ
て
も
ビ
ビ
り
ゃ
せ
ん　
　
　

  

江
藤　

お
竜

さ
す
が
田
舎　

老
人
力
の
勢
揃
い　
　
　
　
　
　
　
　

  

河
地　

ゆ
き

誰
で
ん
一
緒　

年
老
い
て
増
す
夫
婦
愛　
　
　
　
　
　

  

作
田　

お
光

色
は
臭
へ
と　

散
り
ぬ
る
を　

我
世
誰
素　

常
な
ら
む

う
ゐ
の
奥
山　

今
日
越
え
て　

朝
来
夢
見
し　

得
ひ
も
せ
す
ん

内
村　

孝
子

ヘ
ア
ク
リ
ー
ム　

ほ
と
ん
ど
要
ら
ぬ
ハ
ゲ
頭　
　
　
　

  

新
宅　

末
廣

先 11
　
「
柔
の
道
に
命
を
か
け
た
♪…

」―

。
私
が
中

学
入
学
と
同
時
に
始
め
た
柔
道
は
、
小
学
生
時
代

に
見
た
ド
ラ
マ
「
柔
道
一
直
線
」（
昭
和
44
年
6

月
〜
昭
和
46
年
4
月
放
送
）
が
き
っ
か
け
で
し
た
。

　

現
在
、
柔
道
四
段
。
で
も
、
黒
帯
取
得
は
意
外

に
遅
く
、
中
学
3
年
生
の
11
月
で
し
た
。

　

柔
道
の
練
習
は
、
半
端
な
く
き
つ
い
も
の
で
し

た
。
普
段
は
、
学
校
が
終
わ
っ
て
か
ら
夜
8
時
ま

で
、
中
体
連
大
会
前
と
も
な
る
と
夜
10
時
ま
で

や
っ
て
い
ま
し
た
。
地
獄
の
毎
日
で
し
た
が
、
こ

の
練
習
で
「
闘
魂
」
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
私
の
ト
レ
ー
ド
マ
ー
ク
で
も
あ
る
「
だ

ご
耳
」
は
、
こ
の
こ
ろ
の
練
習
に
よ
っ
て
で
き
た

も
の
で
、
私
に
と
っ
て
の
〝
勲
章
〞
で
す
。

　

中
学
時
代
は
、
特
に
強
い
わ
け
で
も
な
か
っ
た

の
で
す
が
、
高
校
、
大
学
ま
で
柔
道
を
続
け
、
主

将
や
全
国
大
会
出
場
と
い
っ
た
貴
重
な
経
験
ま
で

さ
せ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
さ
に「
継

続
は
力
な
り
」
で
す
。
私
の
人
生
は
、
柔
道
な
し

に
は
語
れ
ま
せ
ん
。
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で
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中
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で
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ま
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地
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の
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日
で
し
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が
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こ

の
練
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で
「
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を
身
に
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で
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学
時
代
は
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特
に
強
い
わ
け
で
も
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が
、
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、
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で
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こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
さ
に「
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な
り
」
で
す
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私
の
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は
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道
な
し

に
は
語
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ま
せ
ん
。

　
「
柔
の
道
に
命
を
か
け
た
♪…

」―

。
私
が
中

学
入
学
と
同
時
に
始
め
た
柔
道
は
、
小
学
生
時
代

に
見
た
ド
ラ
マ
「
柔
道
一
直
線
」（
昭
和
44
年
6

月
〜
昭
和
46
年
4
月
放
送
）
が
き
っ
か
け
で
し
た
。

　

現
在
、
柔
道
四
段
。
で
も
、
黒
帯
取
得
は
意
外

に
遅
く
、
中
学
3
年
生
の
11
月
で
し
た
。

　

柔
道
の
練
習
は
、
半
端
な
く
き
つ
い
も
の
で
し

た
。
普
段
は
、
学
校
が
終
わ
っ
て
か
ら
夜
8
時
ま

で
、
中
体
連
大
会
前
と
も
な
る
と
夜
10
時
ま
で

や
っ
て
い
ま
し
た
。
地
獄
の
毎
日
で
し
た
が
、
こ

の
練
習
で
「
闘
魂
」
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
私
の
ト
レ
ー
ド
マ
ー
ク
で
も
あ
る
「
だ

ご
耳
」
は
、
こ
の
こ
ろ
の
練
習
に
よ
っ
て
で
き
た

も
の
で
、
私
に
と
っ
て
の
〝
勲
章
〞
で
す
。

　

中
学
時
代
は
、
特
に
強
い
わ
け
で
も
な
か
っ
た

の
で
す
が
、
高
校
、
大
学
ま
で
柔
道
を
続
け
、
主

将
や
全
国
大
会
出
場
と
い
っ
た
貴
重
な
経
験
ま
で

さ
せ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
さ
に「
継

続
は
力
な
り
」
で
す
。
私
の
人
生
は
、
柔
道
な
し

に
は
語
れ
ま
せ
ん
。

御
船
中
学
校  

池
部　

聖
吾
智　

教
諭　

　
　
（
旧
七
城
町
出
身
・
44
歳
）

私
を
育
て
て
く
れ
た
「
柔
道
」

私
を
育
て
て
く
れ
た
「
柔
道
」

私
を
育
て
て
く
れ
た
「
柔
道
」

このコーナーでは、みなさんからのお便りをお待ちしています。
どんなことでもかまいません。どしどしお送りください。広報クイズの答えもお忘れなく。

《あて先》 〒861-3296 御船町役場「おたより」係　※住所を書かなくても届きます。

《Eメールアドレス》　kanri@town.mifune.lg.jp
※匿名希望の場合は、氏名の横にその旨を明記してください。ペンネームでもかまいません。

先生の
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ムゾラシカムゾラシカムゾラシカ
可
愛
い
孫
と
一
緒
に
暮
ら
す

お
じ
い
ち
ゃ
ん
・
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に

孫
の
話
を
し
て
も
ら
う
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

※「ムゾラシカ」は御船弁で「可愛らしい」の意味です。

ニック先生の英会話

English-Japanese
VOL.

Do you have a green cap?
緑のキャップがありますか？

Clerk ： Hello, how may I help you? 
Nick ： Hmmm, do you have a green cap?
Clerk ： A green cap? Yes I do. Here you go.
Nick ： Thank you. Also, do you have a green sweater?   
Clerk ： Oh, no I don’t, sorry. But I have a purple one.  
Nick ： No, I don’t like purple. But I like blue. Do you 

have a blue one?
Clerk ： Ah, yes I do. Here you go.
Nick ： Thank you! I like green and blue! This is perfect.
Clerk ： Great! So why do you want a cap and sweater?
Nick ： I like fishing. So I want a cap and sweater for fishing.

和訳例
店　員　：いらっしゃいませ～。
ニック　：えっと、緑のキャップはありますか？
店　員　：緑のキャップ？はい、あります。どうぞ。
ニック　：ありがとう。それと、緑のセーターはありますか？
店　員　：いいえ、ありません。ごめんなさい。　　　　

　でも、紫はありますよ。
ニック　：いや、紫は好きじゃありません。　　　　　　

　でも青は好きですよ。青はありますか？
店　員　：はい、あります。これをどうぞ。
ニック　：ありがとう！緑も青も好き！これで完璧です。
店　員　：よかったですね。なぜキャップとセーターが

　ほしいのですか？
ニック　：私は釣りが好きです。なので、釣りのために

　キャップとセーターがほしいのです。

わたしにとっての
日本一日本一

わたしにとっての
日本一

連載
20

　

今
か
ら
15
年
前
、
国
や
県
が
進
め
る
「
総
合
型
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」
と
出
会
い
、
御
船
町
で
も
、
平
成

18
年
に「
フ
ネ
ッ
ピ
ー
す
こ
や
か
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」

が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ク
ラ
ブ
の
特
徴
は
、
自
主
運
営
型
で
、
入
会

さ
れ
た
会
員
の
会
費
で
運
営
さ
れ
ま
す
。
平
成
21
年

度
の
会
員
は
約
1
8
0
名
。
会
員
層
も
、
子
ど
も
か

ら
高
齢
の
方
ま
で
と
幅
広
く
、
気
軽
に
参
加
で
き
る

こ
と
が
魅
力
で
す
。
競
技
は
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
や
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
軟
式
野
球
な
ど
全
12
種
目
。
自

分
の
好
き
な
種
目
を
選
ん
で
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ク
ラ
ブ
に
は
、
大
き
な
目
的
が
あ
り
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
、
多
く
の
仲
間
と
健
康
な
身
体

を
つ
く
り
、
町
の
医
療
費
を
削
減
す
る
こ
と
で
す
。

ク
ラ
ブ
で
は
、
健
康
づ
く
り
の
お
手
伝
い
を
す
る
こ

と
も
役
割
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
日
常
生
活
の
中
で

ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
、
自
ら
の
健
康
と
体
力
の
増
進

を
図
り
な
が
ら
、
心
豊
か
な
地
域
社
会
を
サ
ポ
ー
ト

し
ま
す
。
そ
し
て
、
元
気
な
御
船
町
を
つ
く
る
こ
と

が
「
フ
ネ
ッ
ピ
ー
す
こ
や
か
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」
が

目
指
す
日
本
一
と
い
う
〝
ゴ
ー
ル
〞
で
す
。

スポーツで元気な身体をサポート

竹内　昭剛 さん

（上野・59歳）
フネッピーすこやかスポーツクラブの普及を目指す竹内さん

広報クイズ広報クイズ広報クイズ
　問題をよく読んで、3つの答えの中から
正しいものを選び、ハガキに書いて送って
ください。全問正解者の中から抽選で10人
の方に、図書カードをプレゼントします。

問① 表紙で子どもたちが「ヤッホー」と叫ん
でいる場所はどこでしょうか？

 Ａ―ゆうすげの丘
 Ｂ―やすらぎの丘
 Ｃ―ゆうやけの丘

（ヒント・表紙と17ページ）
問② 御船町文化祭の写真3で手をあげて

歌っている曲名は何でしょうか？
 Ａ―キセキ
 Ｂ―上を向いて歩こう
 Ｃ―夕やけこやけ

（ヒント・ 6ページ）
問③ 吉無田高原「緑の村」で園児たちが体

験したことは何でしょうか？
 Ａ―キャンプ
 Ｂ―芋掘り
 Ｃ―サッカー

（ヒント・17ページ）
問④ 「ニック先生の英会話」でニック先生

が買った帽子は何色でしょうか？
 Ａ―青（あお）
 Ｂ―紫（むらさき）
 Ｃ―緑（みどり）

（ヒント・20ページ）
問⑤ 神様のお部屋（歳の神）を衣替えする

伝統行事は何年前から続いているで
しょうか？

 Ａ―約300年前
 Ｂ―約30年前
 Ｃ―約3万年

（ヒント・家族で考えてね）

◉応募方法
　ハガキに答え（例、①－Ａ）とあなたの住
所、氏名、年齢を書いて、〒861‒3296御船
町役場「広報クイズ」係まで郵送してくだ
さい。（コメントやイラストもお待ちし
ております）

◉締め切り 
　平成21年12月31日㊍　（当日消印有効）

◉11月号の正解
　①-Ａ  

◉11月号の当選者
　応募総数19通で全問正解者は18通でした。
　抽選の結果、次の10人に図書カードをお
送りします。（敬称略）

　原井　大空（御　船）／吉岡由希菜（高　木）
有馬フジ子（木　倉）／金子　美保（滝　尾）
内村　孝子（田　代）／前田　隆裕（滝　尾）
宮村むつ子（滝　尾）／平山　鋭一（水　越）
田崎さやか（上　野）／岸　萌々子（木　倉）

問題

来月号は、1月にお誕生日を迎える満1歳から満3歳までの“みふねのアイドル”を募集します。
掲載希望の方は、12月25日㊎までに役場総務課広報担当　（☎282-1111）までお申し込みください。

帆玖翔兄ちゃん陽衣路兄
ちゃんいつもありがと!!
あやなちゃん、また遊ぼうネ!!
（賢一郎お父さん 美奈子お母さん）

緒方　想ちゃん（1歳）
高木（平成20年12月2日）

お  がた　　ここな

たくさん食べて大きくなる
よ！早くあんよして、お姉ちゃ
んとお外で遊びたいな～☆
（寿幸お父さん　智子お母さん）

竹内仁晟くん（1歳）
上野（平成20年12月25日）

たけうち じんせい

12年ぶりに生まれた我が家
の長男！家族みんな博くん
の笑顔で癒されています。
（安至お父さん  久美子お母さん）

増田博己くん（1歳）
滝尾（平成20年12月24日）

ます  だ   ひろ  き

お散歩とテレビのリモコンが
大好きな凪です。
毎日元気いっぱいです！
（和哉お父さん　真紀子お母さん）

中村　凪くん（1歳）
辺田見（平成20年12月8日）

なかむら　　  なぎ

中
島
家
に
輝
く
〝
一
番
星
〞

中
島
家
に
輝
く
〝
一
番
星
〞

中
島
家
に
輝
く
〝
一
番
星
〞

　

わ
が
家
は
、
仲
良
し
５
人
家
族
。
長
男
の
颯
梧
は
、
鉄

棒
や
滑
り
台
が
大
好
き
で
、
長
女
の
悠
里
は
、
テ
レ
ビ
を

見
な
が
ら
歌
う
の
が
と
て
も
上
手
で
す
。
私
の
日
課
は
、

出
勤
ま
で
の
間
、
孫
２
人
の
朝
食
や
遊
び
相
手
を
任
さ
れ

て
い
ま
す
。
仕
事
の
関
係
で
、
帰
宅
す
る
時
間
が
遅
く
、

２
人
と
も
寝
て
い
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、
寝
顔
を
こ
っ

そ
り
の
ぞ
く
と
、
わ
が
家
の〝
一
番
星
〞が
輝
い
て
い
ま
す
。

何
よ
り
も
毎
朝
、
颯
梧
の｢

オ
ハ
ヨ
ー｣
の
一
言
が
、
一
日

が
始
ま
る〝
元
気
印
〞と
な
っ
て
、
幸
せ
な
毎
日
を
過
ご
せ

て
い
ま
す
。          

 

（
話
／
由
記
子
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
）

中
島　

由
記
子
さ　

ん
（
辺
田
見
・
66
歳
）

　
　
　

颯　

梧
く　

ん
（
滝
尾
幼
稚
園
・
4
歳
）

　
　
　

悠　

里
ち
ゃ
ん
（
1
歳
）

いつもニコニコ元気一杯。
これからも弟と仲良く元気で
素直な子に育ってね!!
（功お父さん　明日香お母さん）

木下瑠莉ちゃん（3歳）
高木（平成18年12月26日）

きのした　る　り

我が家の宝物のかれん姫！
パパもママもワガママかれ
んちゃんが大好きだよ！
（千佳お父さん  あゆみお母さん）

藤本かれんちゃん（2歳）
高木（平成19年12月14日）

ふじもと
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平
成
21
年
工
業
統
計
調
査（
12
月
31
日
現

在
）を
行
い
ま
す
。
調
査
は
、平
成
21
年
12
月

か
ら
平
成
22
年
１
月
に
か
け
て
、調
査
員
が

う
か
が
い
ま
す
。
調
査
票
に
記
入
し
て
い
た

だ
い
た
内
容
は
秘
密
が
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、

正
確
な
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

・
県
地
域
振
興
部
統
計
調
査
課

　

☎
3
3
3
-2
1
7
7

・
役
場
企
画
財
政
課
企
画
振
興
係

　

☎
2
8
2
-1
1
1
1（
内
線
2
2
5
）

　

11
月
15
日
㊐
か
ら
2
月
15
日
㊊
ま
で
狩
猟

期
間
が
始
ま
り
ま
し
た（
イ
ノ
シ
シ
と
ニ
ホ

ン
ジ
カ
は
、3
月
15
日
㊊
ま
で
）。
狩
猟
を
行

う
場
合
は
、狩
猟
免
許（
わ
な
猟
免
許
、第
一

種
銃
猟
免
許
、第
二
種
銃
猟
免
許
、網
猟
免

許
）と
狩
猟
者
登
録
が
必
要
で
す
。
ま
た
、く

く
り
わ
な
、箱
わ
な
、箱
お
と
し
、囲
い
わ
な

を
使
用
す
る
場
合
は
、わ
な
猟
免
許
が
必
要

で
す
。
わ
な
の
免
許
を
持
た
ず
に
、箱
わ
な

な
ど
を
使
用
す
る
こ
と
は
法
律
で
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、囲
い
わ
な（
上
部
が
覆
わ
れ
て
い

な
い
わ
な
）に
限
っ
て
は
、狩
猟
免
許
や
狩
猟

者
登
録
が
不
要
な
使
用
も
あ
り
ま
す
。
そ
の

条
件
は
①
農
業
者
や
林
業
者
が
農
林
業
被
害

を
防
止
す
る
目
的
で
②
鳥
獣
の
捕
獲
禁
止
区

域
以
外
の
場
所
で
③
狩
猟
期
間
内
に
限
り
④

狩
猟
鳥
獣
の
み
⑤
規
定
の
捕
獲
数
内
―
で
の

す
べ
て
に
限
り
ま
す
。

▼
狩
猟
の
免
許
と
登
録
・
問
い
合
わ
せ

　

上
益
城
地
域
振
興
局
林
務
課
森
林
保
全
係

　

☎
2
8
2
-2
1
1
1（
内
線
3
5
4
）

　

御
船
地
区
安
全
運
転
管
理
者
等
協
議
会
で

は
、「
1
5
0
日
間
無
事
故
・
無
違
反
コ
ン

ク
ー
ル
」の
募
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
参
加
の
要
件

　

御
船
警
察
署
管
内（
御
船
町
、嘉
島
町
、益

城
町
、甲
佐
町
）に
居
住
、ま
た
は
勤
務
さ
れ
、

運
転
免
許
証
を
持
っ
て
い
る
方
。
１
チ
ー
ム

を
3
人
で
編
成
し
て
く
だ
さ
い
。

※
１
人
で
複
数
の
参
加
は
不
可
で
す
。

▼
申
込
期
間

　

12
月
１
日
㊋
〜
12
月
28
日
㊊

▼
参
加
費　

2
1
0
0
円（
１
チ
ー
ム
）

▼
対
象
期
間　

平
成
22
年
１
月
１
日
㊎
〜

　
　
　
　
　
　

平
成
22
年
5
月
30
日
㊐

▼
表
彰
・
副
賞

　

チ
ー
ム
全
員
が
対
象
期
間
中
に
無
事
故
・

無
違
反
で
あ
っ
た
チ
ー
ム
の
中
か
ら
抽
選
で

表
彰
。
な
お
、対
象
期
間
前
の
交
通
事
故
・

交
通
違
反
歴
は
評
価
の
対
象
と
し
ま
せ
ん
。

表
彰
は
、平
成
22
年
7
月
の
予
定
で
す
。

・
1
等
／
3
万
円
相
当
の
商
品
券
１
本

・
2
等
／
１
万
5
千
円
相
当
の
商
品
券
4
本

・
特
別
賞
／
6
千
円
相
当
の
商
品
券
12
本

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

御
船
地
区
安
全
運
転
管
理
者
等
協
議
会

　

事
務
局（
御
船
警
察
署
内
）

　

☎
2
8
2
-1
1
1
0（
内
線
4
1
2
）

　

町
で
は
、認
知
症
の
正
し
い
理
解
と
認
知

症
高
齢
者
と
家
族
を
支
え
る
た
め
の
取
り

組
み
を
考
え
る
機
会
と
し
て
、「
認
知
症
に

な
っ
て
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く

り
フ
ォ
ー
ラ
ム
」を
開
催
し
ま
す
。
す
べ
て

の
人
が
認
知
症
に
な
っ
て
も
大
丈
夫
と
感

じ
ら
れ
る
御
船
町
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

▼
日　

時

　

1
月
31
日
㊐　

午
後
1
時
30
分
開
会

▼
場　

所　

カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

▼
内　

容

①
啓
発
劇　

②
講　

演　
「
知
っ
て
安
心
、認
知
症
」

　

橋
本
衛
氏（
熊
本
大
学
附
属
病
院
精
神
神

経
科
助
教
授
）

③
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　

▽「
万
ヶ
瀬
地
区
の
地

域
づ
く
り
」／
沼
野
誠
治
氏（
万
ヶ
瀬
嘱

託
員
）▽「
子
ど
も
た
ち
に
認
知
症
を
正

し
く
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
に
」／
澤
田

久
夫
氏（
木
倉
小
学
校
校
長
）▽「
七
滝
地

▶役場（保健センター含む）
 ☎282‒1111
▶教育委員会
　（カルチャーセンター）
 ☎282‒0888
▶スポーツセンター
 ☎282‒4111
▶恐竜博物館
 ☎282‒4051
▶天君ダム
 ☎284‒2057
▶御船町甲佐町衛生施設組合
　（ゴミ焼却場） ☎282‒0688
▶吉無田高原「緑の村」
 ☎285‒2210
▶養護老人ホーム「オアシス」
 ☎282‒0459
▶浄水センター
 ☎282‒7066
▶御船地区衛生施設組合
　（し尿処理場） ☎282‒2970
▶社会福祉協議会
 ☎282‒0785
▶上益城消防署
 ☎282‒1955
▶御船警察署
 ☎282‒1110
▶上益城地域振興局
 ☎282‒2111
▶御船保健所
 ☎282‒0016
▶御船町地域包括支援センター
 ☎282‒2911

生活便利帳 

Good Life Information

お
知
ら
せ

区
の
地
域
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
」

／
可
児
幸
一
氏（
七
滝
校
区
社
協
会
長
）▽

「
認
知
症
デ
イ
ケ
ア
の
関
わ
り
を
と
お
し

て
」／
奥
村
健
一
氏（
認
知
症
デ
イ
ケ
ア
セ

ン
タ
ー
長
）

▼
問
い
合
わ
せ

　

御
船
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
2
8
2
-2
9
1
1

▼
採
用
予
定
人
員　

１
名
程
度

▼
受
験
資
格

　

18
歳
以
上
60
歳
未
満
の
方（
平
成
22
年
4

月
１
日
現
在
）。
普
通
自
動
車
免
許
、ま
た
は

バ
イ
ク
免
許
所
持
者
。
上
野
、七
滝
、田
代
地

区
の
地
理
に
詳
し
い
方
。

※
水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
は
、自
分
の
車
や
バ

イ
ク
で
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
任
用
期
間　

平
成
22
年
4
月
１
日
〜

　
　
　
　
　
　

平
成
23
年
3
月
31
日

▼
申
込
受
付
期
間

１
月
12
日
㊋
〜
１
月
22
日
㊎

午
前
8
時
30
分
か
ら
午
後
5
時
30
分
ま
で

受
け
付
け
ま
す（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）。

※
郵
送
は
１
月
22
日
㊎
の
消
印
ま
で
有
効
。

▼
申
込
手
続　

　

役
場
１
階
水
道
係
に
用
意
し
て
あ
る
申
込

用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、持
参
ま
た

は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
試
験
の
予
定
日
・
内
容

　

2
月
上
旬
・
作
文
、面
接
試
験

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

上
下
水
道
課
水
道
係

　

☎
2
8
2
-1
1
1
1（
内
線
1
4
2
）

▼
採
用
予
定
人
員　

消
防
職
１
名
程
度

▼
受
験
資
格　

昭
和
60
年
4
月
2
日
か
ら
平

成
4
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者

▼
試
験
日
時
・
場
所

・
第
一
次
試
験

　

１
月
17
日
㊐　

午
前
8
時
30
分
集
合

　

上
益
城
消
防
組
合
消
防
本
部

・
第
二
次
試
験　

2
月
上
旬

※
第
一
次
試
験
合
格
者
の
み
通
知
し
ま
す
。

▼
申
込
受
付
期
間

　

12
月
17
日
㊍
〜
１
月
7
日
㊍

※
午
前
8
時
30
分
か
ら
午
後
5
時
15
分
ま
で

受
け
付
け
ま
す（
土
・
日
祝
日
を
除
く
）。

※
郵
送
は
、１
月
7
日
㊍
の
消
印
ま
で
有
効
。

▼
受
験
願
書
請
求
先

　

上
益
城
消
防
署
、山
都
消
防
署

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

上
益
城
消
防
組
合
消
防
本
部
総
務
課

　

☎
2
8
2
-1
9
5
5

▼
試
験
の
種
類

・
甲
種
危
険
物
取
扱
者

・
乙
種
危
険
物
取
扱
者（
第
１
〜
6
類
）

・
丙
種
危
険
物
取
扱
者

▼
試
験
日
・
試
験
場
所

　

２
月
14
日
㊐　

熊
本
市

▼
願
書
受
付
の
期
間
・
宛
先

　

１
月
5
日
㊋
〜
１
月
15
日
㊎

※
郵
送
は
、１
月
15
日
㊎
の
消
印
ま
で
有
効
。

　

消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
熊
本
県
支
部
宛

▼
問
い
合
わ
せ
先

・
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
熊
本
県
支
部

　

☎
3
6
4
-5
0
0
5

・
上
益
城
消
防
組
合

　

☎
2
8
2
-1
9
5
5

 

 
 

 

工
業
統
計
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

狩
猟
わ
な
は
免
許
と
登
録
を

持
っ
て
い
な
い
と
違
反
で
す

募　

集

無
事
故
・
無
違
反
コ
ン
ク
ー
ル
募
集

催　

し

認
知
症
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催

第
3
回
危
険
物
取
扱
者
試
験

試　

験

平
成
21
年
度
上
益
城
消
防
組
合

消
防
職
員
採
用
試
験
の
二
次
募
集

御
船
町
水
道
メ
ー
タ
ー

検
針
員
選
考
試
験

省エネのススメ省エネのススメ省エネのススメ
家族で challenge ！ 地球を change!!

FILE❶

ガス・石油ファンヒーター　編

省エネ行動と省エネ効果省エネ行動と省エネ効果省エネ行動と省エネ効果

「室温は 20℃、必要な時だけ運転」

室温は 20℃を目安にすると･･･
◎ガスファンヒーターの場合
　年間でガス 8.15 ㎥の省エネ 　約 1,260 円の節約
◎石油ファンヒーターの場合
　年間で灯油 10.22Ｌの省エネ　約   780 円の節約
※外気温度6℃の時、暖房の設定温度を21℃から
20℃にした場合（使用時間：9時間／日）

必要なときだけつけると･･･
◎ガスファンヒーターの場合
　年間でガス 12.68 ㎥の省エネ  約 1,970 円の節約
◎石油ファンヒーターの場合
　年間で灯油 15.91Ｌの省エネ　約 1,210 円の節約
※１日１時間運転を短縮した場合（設定温度：20℃）

省エネ　レッスン

早めのＯＦＦが決めて
　お出かけや寝る直前までつけているのはもったいな
い。室温は急には下がりません。お出かけや寝る15分
くらい前に切るのがコツ。

フィルター掃除で効果ＵＰ
　ファンヒーターの性能をフルに活用するには、フィ
ルターのお手入れは欠かせません。掃除機でホコリを
吸いとったり、ぬるま湯で洗ってからしっかり乾かし
ましょう。

（参考資料／省エネルギーセンター「家庭の省エネ大事典」）



G o o d  L i f e  I n f o r m a t i o nくらしの情報

Public Relations Mifune Town, 2009.��25 24

▼
上
益
城
茶
業
青
年
会
（
野
口
潤
二
会
長
）

　

御
船
町
の
小
学
校
6
校
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
予
防
に
役
立
て
よ
う
と
、
う
が
い
用
の
緑

茶
70
㌔
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
緑
茶
は
、
各

小
学
校
に
配
ら
れ
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

感
染
防
止
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

訂
正
と
お
詫
び

　

11
月
号
の
掲
載
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

訂
正
し
て
お
詫
び
し
ま
す
。

▼
2
ペ
ー
ジ
「
小
坂
小
5
年
稲
刈
り
体
験
」

（
誤
）
本
田
幸
子
さ
ん
（
豊
秋
）

（
正
）
本
田　

進
さ
ん
（
豊
秋
）

▼
14
ペ
ー
ジ
「
ム
ゾ
ラ
シ
カ
」

（
誤
）
野
口
拓
也
さ
ん
（
田
代
・
51
歳
）

（
正
）
野
口
拓
哉
さ
ん
（
田
代
・
51
歳
）

▼
18
ペ
ー
ジ
「
歯
の
健
康
優
良
者
表
彰
」

（
誤
）
松
本
ミ
ナ
ト
（80

）

（
正
）
松
本
ミ
ナ
ト
（
80
）

（
11
月
4
・
5
日
／
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
）

▼
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク（
4
チ
ー
ム
）

　

優　

勝
／
サ
ン
ト
リ
ー
九
州
熊
本
工
場

　

準
優
勝
／
英
建
・
ロ
グ
・
板
金

　

３　

位
／
光
栄
、中
田
商
店

▼
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク（
6
チ
ー
ム
）

　

優　

勝
／
く
わ
だ
て
ウ
ォ
ー
タ
ー
ズ

　

準
優
勝
／
希
望
ヶ
丘
病
院

　

３　

位
／
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ

　
　
　
　
　

第
二
明
星
学
園「
わ
か
ち
こ
」

（
11
月
9
日
〜
18
日
／
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

　

優　

勝
／
寿
光
食
品

　

準
優
勝
／
球
遊
団

　

3　

位
／
フ
ィ
フ
テ
ィ
ー
ズ

（
11
月
11
日
／
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
）

　

優　

勝
／
七
滝

　

準
優
勝
／
木
倉

　

３　

位
／
滝
尾
、わ
か
み
や

（
11
月
25
日
／
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
）

▼
Ａ
〜
Ｅ
パ
ー
ト
成
績（
優
勝
の
み
）

Ａ
優
勝
／
光
栄

Ｂ
優
勝
／
伊
右
衛
門（
ツ
ツ
ミ
）

Ｃ
優
勝
／
Ｋ
Ｍ
Ｃ
１（
上
益
城
振
興
局
）

Ｄ
優
勝
／
え
み
ち
ゃ
ん
ず（
役
場
）

Ｅ
優
勝
／
十
六
茶（
ツ
ツ
ミ
）

▼
社
会
福
祉
協
議
会
へ

　
【
香
典
返
し
】

　

（
ご
芳
名
）　

（
住
所
）　

 

（
故
人
）

木
下　

智
江
様
（　

陣　

）　

満　

雄
様

杉
本　

一
之
様
（
田　

代
）　

ユ
キ
ヱ
様

牧
坂　

信
久
様
（
田　

代
）　

信　

一
様

池
田
ツ
ヤ
子
様
（
辺
田
見
）　

繁　

光
様

舛
田　

浩
二
様
（
辺
田
見
）　

厚　

子
様

清
水　

悦
子
様
（
水　

越
）　

勝　

宏
様

江
原　

一
也
様
（
豊　

秋
）　

佳
一
郎
様

　
【
一
般
寄
付
】　

山
川　

長
行　
　
　
　
　

様
（
滝　

川
）

▼
養
護
老
人
ホ
ー
ム
へ

キ
ッ
チ
ン
ふ
じ　
　
　
　

様
（
滝　

川
）

と
ら
や　

福
寿
亭　
　
　

様
（
滝　

川
）

ク
レ
イ
ン
パ
レ
ス
藤
木
屋　

様
（
御　

船
）

Ｊ
Ａ
上
益
城
御
船
支
所　

様
（
御　

船
）

高
橋　

克
己　
　
　
　
　

様
（
辺
田
見
）

安心安全の窓
問い合わせ
・御船警察署交通安全課
　☎282‒1110
・役場総務課地域・防災係
　☎282‒1111（内線213）

目指そう
〝交通死亡事故ゼロの町〟

御船町交通死亡事故
ゼロ継続日数　593日

夕
暮
れ
と
夜
間
の

重
大
事
故
が
続
発

寄　

付

善
意
の
輪

大
切
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

　

御
船
警
察
署
管
内
で
は
、
10
月
か
ら

の
40
日
間
で
夜
間
の
重
大
事
故
（
死
亡

2
件
、
重
傷
2
件
）
が
発
生
し
て
い
ま

す
。
夜
道
の
交
通
事
故
を
防
ぐ
に
は
、

歩
行
者
自
身
の
対
策
も
重
要
で
す
。

　

反
射
材
を
着
け
て
、
ド
ラ
イ
バ
ー
に

自
分
の
存
在
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
反
射
材
は
、
ド
ラ
イ
バ
ー

が
夕
暮
れ
時
に
早
め
に
ラ
イ
ト
を
つ
け

る
こ
と
で
効
果
が
倍
増
し
ま
す
。

▼ 交通事故発生状況

※累計は１月からの数値です。
※日数と件数は11月末現在です。

交通事故 

人身事故

物損事故 

▼ 犯罪発生状況
　犯罪区分

自販機ねらい

車上ねらい

自転車盗難

オートバイ盗難

自動車盗難

空き巣

累　計

11件

9件

6件

5件

0件

2件

11月中

0件

2件

0件

1件

0件

0件

累　計

 51件

314件

11月中

11件

32件

第
14
回
町
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

そ
の
他

第
44
回
町
内
職
場
対
抗

親
善
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

秋
季
ナ
イ
タ
ー
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

第
30
回
一
般
女
子

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

山本孝ニ町長にうがい用の緑茶を贈る
野口潤二会長（左）

夜道では反射材があなたの身を守ります

ヘッドライト
下向き

黒っぽい服装
約26m

夜間の車から歩行者が見える距離（ヘッドライト下向きで測定）

▲ ▲
明るい服装
約38m

▲
反射板着用
57m以上

▲

号砲
上益城郡町対抗駅伝大会

12月20日（日）　　
上益城郡町対抗駅伝大会

12月20日（日）　　
上益城郡町対抗駅伝大会

12月20日（日）　　

▼開会式　嘉島町民体育館　午前8時40分

▼区　間　（距離・通過予定時刻）

▼開会式　嘉島町民体育館　午前8時40分

▼区　間　（距離・通過予定時刻）

▼開会式　嘉島町民体育館　午前8時40分

▼区　間　（距離・通過予定時刻）

１区／嘉島町営グラウンド

２区／五反バス停前　　　

３区／白旗小学校前　　　

４区／塔ノ木　　　　　　

５区／上益城地域振興局前～
　　　下鶴発電所※　　　 

６区／七滝スタンド前※　 

７区／北中島ヘアピン前　

８区／矢部木材販売所前～
　　　山都町中央公民館　

１区／嘉島町営グラウンド

２区／五反バス停前　　　

３区／白旗小学校前　　　

４区／塔ノ木　　　　　　

５区／上益城地域振興局前～
　　　下鶴発電所※　　　 

６区／七滝スタンド前※　 

７区／北中島ヘアピン前　

８区／矢部木材販売所前～
　　　山都町中央公民館　
※下鶴発電所～七滝スタンド前区間は、渋滞緩和のため
　中断となります。
※下鶴発電所～七滝スタンド前区間は、渋滞緩和のため
　中断となります。

2.25㌔･9:30

2.75㌔･9:38

2.95㌔･9:47

4.00㌔･9:57

4.60㌔･10:09

4.80㌔･10:53

7.00㌔･11:09

5.70㌔･11:32

2.25㌔･9:30

2.75㌔･9:38

2.95㌔･9:47

4.00㌔･9:57

4.60㌔･10:09

4.80㌔･10:53

7.00㌔･11:09

5.70㌔･11:32

▼問い合わせ
　教育委員会社会教育課社会体育係　☎282‒4111

▼問い合わせ
　教育委員会社会教育課社会体育係　☎282‒4111

▼問い合わせ
　教育委員会社会教育課社会体育係　☎282‒4111

　この程、餅﨑武久氏（上野）に、国から秋の叙勲
（瑞宝単光章）が贈られました。餅﨑氏は、昭和38
年4月に御船町消防団へ入団。以降、消防団の班
長や分団長、副団長の役職を務められ、平成7年4
月から消防団の最高である団長職に就任。深い郷
土愛の精神で、御船町民の身体、生命、財産を護る
一方で、伝統ある御船町消防団の団員育成にも36
年間尽力されました。餅﨑氏は、「妻（榮子さん）を
中心とした家族の理解や応援あっての受賞に大変
感謝している」と話されていました。

　地域住民の虫歯予防などの「健やか親子21国民
運動」で活躍する組織を対象とした全国表彰でこ
の程、御船町母子保健推進員（川上愛子代表）に、㈳
母子保健推進会議から奨励賞が贈られました。同
推進員は平成8年に発足以降、乳幼児から高齢者
までの幅広い年代層への虫歯予防を展開。特に虫
歯予防で最重要となる乳幼児と保護者の認識を深
めるため、歯や食育、消化器官、栄養を学習できる
「エプロンシアター」を考案するなど、啓発活動に
取り組まれています。

母子保健推進員が全国表彰

  Ｔ opics

郷土愛に秋の叙勲が授与
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恐竜時代への旅

御船の空を飛んでいた翼竜

第7話

御船町で発見されたアズダルコ科の翼竜の頸椎骨（右下）
と部位の説明図（左下）、想像図（絵／同館・宮本厚子）

　

翼
竜
は
史
上
最
大
の
空
を
飛
ぶ
動
物

で
す
。
翼
開
長
（
翼
を
広
げ
た
幅
）
が

10
㍍
を
超
え
る
ケ
ツ
ァ
ル
コ
ア
ト
ル
ス

は
有
名
で
、
ま
さ
に
恐
竜
時
代
の
「
空

の
王
者
」
で
す
。
空
を
飛
ぶ
生
物
な
の

で
、
よ
く
「
鳥
の
祖
先
で
す
か
？
」
と

聞
か
れ
ま
す
が
、
鳥
と
は
違
う
生
物
で
、

ま
た
、
恐
竜
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

翼
竜
は
、
約
2
億
3
千
万
年
前
に
恐

竜
の
祖
先
に
近
い
動
物
か
ら
進
化
し
て

き
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
最
初
は

長
い
尻
尾
を
持
つ
小
型
の
種
類
が
出
現

し
ま
し
た
が
、
や
が
て
尾
が
短
い
大
型

の
種
類
が
繁
栄
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
そ
し
て
今
か
ら
約
6
千
5
0
0
万

年
前
に
絶
滅
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

翼
竜
の
骨
は
中
空
で
、
段
ボ
ー
ル
の

よ
う
な
補
強
構
造
を
内
部
に
持
っ
て
い

ま
す
。
最
近
は
、「
空
を
飛
べ
な
か
っ

た
の
で
は
？
」
と
い
う
説
も
あ
り
ま
す

が
、
こ
の
よ
う
な
骨
の
構
造
は
、
体
を

軽
く
す
る
た
め
に
有
利
な
特
徴
だ
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
未
だ
に
謎
の
多
い
生
物
で
、

飛
行
能
力
や
生
態
は
詳
し
く
わ
か
っ
て

い
ま
せ
ん
。

　

御
船
町
で
は
、
ケ
ツ
ァ
ル
コ
ア
ト
ル

ス
の
な
か
ま
（
ア
ズ
ダ
ル
コ
科
）
の
翼

竜
の
首
の
骨
の
化
石
が
見
つ
か
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
形
か
ら
首
が
長
い
翼
竜

だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
御
船
町

に
い
た
翼
竜
は
翼
開
長
2
㍍
程
度
だ
っ

た
と
推
定
さ
れ
ま
す
。

（
文
・
写
真
／
恐
竜
博
物
館
・
池
上
直
樹
）

ＤＡＴＡ

つ
ば
さ

よ
く
り
ゅ
う

よ
く
か
い
ち
ょ
う

学校自慢

御
船
中
学
校

御
船
中
学
校

御
船
中
学
校

町立図書館　カルチャーセンター１Ｆ 
☎ 282‒0888　休館日／毎週月曜日

L i b r a r y   I n f o r m a t i o n

00K おすすめ  今月の本
ふちなしのかがみ

人にはどれだけの土地がいるか
トルストイ　著

柳川　茂　絵　小林　豊　画

　人間が生きるに必要なものは、
決して大きい財産や土地ではない
ことが美しい絵と文章で画かれて
いる、ロシアのトルストイという
有名な作家のお話です。

辻村　深月　著

　ひややかな恐怖が胸に迫る。青
春ミステリーの気鋭が初めて封印
を破った現在の怪談！やくそくを
やぶった人はだぁれ？その向こう
側は、決して覗いてはいけない…。

G・ガルシア=マルケス　著
木村榮一　訳

　あなたは誰かを心の底から愛し
たことがありますか？ 50年以上
も別の男性と結婚した女性を待ち
続けた男性の愛の物語です。

コレラの時代の愛

新刊書情報
11月は49冊の本が入りました

◉児童書（15 冊）
　よみもの／ありとぞうさんのおさんぽ （ふくだとしお 著）
　よみもの／まんが日本昔ばなし①～⑤ （川内彩友美 著）
　よみもの／なんでもいっぱい！こども大図鑑  （米村でんじろう 著）

◉一般書（34 冊）
　小　　説／函館水上警察 　　　　　　 　（高城　高 著）
　小　　説／雪冤　　　　　　　　　　  （大門　剛明 著）
　教　　養／社会を変えるを仕事にする  （駒崎　弘樹 著）

子育て日記 それぞれの個性で輝いてほしい

長女・美羽ちゃん（６歳・右）

次女・結愛ちゃん（４歳・左）

　しっかり者で頼れる長女・美羽と、お
調子者でにぎやかな次女・結愛の姉妹です。
　生まれた時から性格がまるっきり正反
対の 2 人。赤ちゃんの時は、ベビーカー
に乗りたがらず、哺乳瓶に好き嫌いのあっ
た姉に対して、妹はベビーカー大好き、
哺乳瓶も飲めるならなんでも大丈夫 !! 食
べるのも姉は麺派で妹はパン派。
　今現在も、性格は基本的に変わらず「こ
だわりをもっている姉」と「何でも OK、
柔軟性のある妹」と対照的な２人ですが、
その違いがなんとも言えず、とっても楽
しい毎日を送っています。
　私たち夫婦は、２人の個性を大切にし
ながら、できるだけ手を出さず見守って
いけたらという想いで子育てを楽しんで
います。

（文／本山めぐみお母さん・辺田見）

（小坂小おはなしの会・トトロ）

合同清掃作業で汗を流す生徒とＰTA

学力充実研究授業で地域の方へ授業を公開

地
域
に
開
か
れ
、
信
頼
さ
れ
る
学
校
づ
く
り

　

本
校
で
は
、平
成
20
年
度
よ
り
文
部
科
学
省

の
委
託
を
受
け
、「
御
船
町
学
校
支
援
地
域
本

部
事
業
」が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、地
域
住
民
の
方
が
学
校
支
援

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
す
る
た
め
の
体

制
整
備
を
す
る
こ
と
が
目
的
で
す
。そ
し
て
、

子
ど
も
の
教
育
を
よ
り
よ
い
も
の
と
し
ま
す
。

事
業
を
通
し
て
、地
域
住
民
の
絆
づ
く
り
を
行

い
、地
域
の
教
育
力
の
向
上
が
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

本
年
度
は
、「
地
域
に
開
か
れ
、信
頼
さ
れ
る

学
校
づ
く
り
」を
テ
ー
マ
に
、
で
き
る
限
り
地

域
の
方
に
、
体
育
大
会
、
文
化
発
表
会
な
ど
の

学
校
行
事
に
参
加
い
た
だ
く
中
で
、
学
校
、
家

庭
、地
域
が
一
体
と
な
っ
た
教
育
活
動
を
展
開

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
本
校
の
教
育
活
動
に
、
ご
協
力
い

た
だ
け
る
方
の
人
材
バ
ン
ク
を
、実
践
を
通
し

て
作
成
し
て
い
ま
す
。ま
た
、
現
在
行
っ
て
い

る
主
な
事
業
は
、
部
活
動
の
見
守
り
支
援
、
学

習
支
援
、登
下
校
支
援
、環
境
整
備
支
援
、読
み

聞
か
せ
支
援
な
ど
で
す
。特
に
１
年
生
の
総
合

的
な
学
習
の
時
間「
御
船
探
訪
行
き
生
き
活
き

る
」
に
31
名
の
地
域
の
方
に
ゲ
ス
ト
テ
ィ
ー

チ
ャ
ー
と
し
て
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
後
と
も
保
護
者
、地
域
の
み
な
さ
ま
の
ご
支

援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
文
・
写
真
／
御
船
中
学
校 

）
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金
光
寺
が
ず
っ
と
続
く
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
。

　

坂
本　

御
船
町
が
と
て
も
素
晴
ら

し
い
町
の
理
由
と
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
な
ど
を
利
用
し
た
「
総
合
型

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」
が
あ
り
ま
す
。
ぼ

く
は
今
も
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
し
て
い

ま
す
が
、
小
学
6
年
の
と
き
は
、
い

ろ
い
ろ
な
競
技
を
体
験
し
ま
し
た
。

「
総
合
型
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」
は
、
立

派
な
公
共
施
設
が
整
っ
て
い
る
御
船

町
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
も
の
で
あ
り
、

熱
心
に
指
導
し
て
く
だ
さ
る
指
導
者

の
方
が
い
る
か
ら
で
す
。こ
れ
か
ら
も
、

公
共
施
設
や
総
合
型
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

を
利
用
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　

光
永　

御
船
町
の
い
い
と
こ
ろ
は
、

「
が
あ
ー
っ
ぱ
祭
り
」
が
あ
る
と
こ
ろ

で
す
。「
が
あ
ー
っ
ぱ
祭
り
」
が
あ
る

こ
と
で
町
内
の
人
た
ち
が
力
を
合
わ

せ
て
、
ひ
と
つ
の
こ
と
に
取
り
組
む

こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
す
。
な
か
な
か

町
全
体
で
何
か
を
す
る
こ
と
は
無
い
の

で
、
と
て
も
良
い
機
会
だ
と
思
い
ま

す
。
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
幅
広

い
年
代
の
人
が
協
力
し
て
作
り
あ
げ

る
「
が
あ
ー
っ
ぱ
祭
り
」
は
御
船
町
の

良
い
と
こ
ろ
で
す
。「
が
あ
ー
っ
ぱ
祭
り
」

は
町
内
の
人
々
が
協
力
し
合
い
、
お

互
い
の
良
い
と
こ
ろ
が
知
れ
、
町
外
か

ら
来
て
く
だ
さ
る
た
く
さ
ん
の
方
々
に

素
晴
ら
し
い
御
船
町
を
見
て
い
た
だ
け

る
大
切
な
町
の
宝
も
の
だ
と
思
い
ま

す
。

　

高
田　

御
船
に
は
す
ご
い
才
能
の

あ
る
芸
術
家
た
ち
が
た
く
さ
ん
い
る
こ

と
に
気
づ
き
ま
し
た
。
自
分
も
今
、

御
船
高
校
の
芸
術
コ
ー
ス
で
美
術
を
学

ん
で
い
て
、
御
船
の
方
の
絵
を
見
る
機

会
が
あ
り
ま
し
た
。
ど
れ
も
個
性
的

で
見
習
い
た
く
な
る
よ
う
な
作
品
で

し
た
。
そ
ん
な
作
品
が
自
分
に
も
作

れ
る
よ
う
に
高
校
生
活
を
送
っ
て
い
ま

す
。
わ
た
し
の
通
う
こ
の
御
船
高
校

は
、
芸
術
面
は
も
ち
ろ
ん
、
ロ
ボ
ッ
ト

な
ど
技
術
面
で
も
素
晴
ら
し
い
成
績

を
あ
げ
て
全
国
的
に
も
有
名
で
す
。

こ
う
い
う
恵
ま
れ
た
環
境
で
生
活
と

　

榊　
「
御
船
町
立
恐
竜
博
物
館
」

は
、
御
船
小
学
校
の
す
ぐ
近
く
に
あ

り
ま
す
。「
恐
竜
博
物
館
」
に
は
、

恐
竜
の
化
石
や
貝
の
化
石
な
ど
た
く

さ
ん
の
展
示
が
あ
り
ま
す
。
建
物
は

中
に
入
っ
て
み
る
と
、
外
か
ら
見
る
よ

り
と
て
も
広
い
で
す
。
建
物
の
隣
に

は
実
物
大
の
テ
ィ
ラ
ノ
サ
ウ
ル
ス
の
模

型
が
あ
っ
て
、
と
っ
て
も
迫
力
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
館
内
で
は
、
化
石
の

レ
プ
リ
カ
作
り
が
で
き
ま
す
。

　

中
倉　

5
年
前
に
滝
尾
小
と
合
併

し
た
水
越
校
区
に
は
、「
風
神
太
鼓
」

と
い
う
伝
統
芸
能
が
あ
り
ま
す
。
は

じ
め
て
、（
風
神
太
鼓
を
）
聞
い
た
と

き
、
太
鼓
の
音
色
と
演
奏
者
の
迫
力

に
の
み
こ
ま
れ
そ
う
に
な
り
と
て
も
感

動
し
ま
し
た
。
次
に
、「
ホ
タ
ル
祭
り
」

と
い
う
水
越
の
ホ
タ
ル
を
祝
う
祭
り
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
日
、
川
岸
は
ろ
う

そ
く
の
火
が
灯
さ
れ
、
ホ
タ
ル
の
光
が

と
て
も
き
れ
い
で
す
。
御
船
町
外
か

ら
も
た
く
さ
ん
の
人
が
見
に
き
ま
す
。

こ
こ
（
水
越
）
に
は
ホ
タ
ル
が
す
む
き

れ
い
な
川
が
あ
り
ま
す
。
夏
休
み
は

学
習
会
で
川
遊
び
に
行
き
、
と
て
も

楽
し
い
思
い
出
が
で
き
ま
し
た
。

　

作
田　

わ
た
し
が
一
番
自
慢
し
た

い
場
所
は
、「
吉
無
田
水
源
」
で
す
。

こ
こ
は
江
戸
時
代
、
水
不
足
に
悩
ん

で
い
た
当
時
の
人
々
が
2
4
0
万
本
も

の
木
を
植
え
て
く
れ
た
お
か
げ
で
、
い

つ
も
お
い
し
く
き
れ
い
な
水
が
流
れ
て

お
り
、
毎
日
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
が

水
を
く
み
に
き
て
い
ま
す
。
こ
の
水
は

わ
た
し
の
家
の
近
く
に
も
流
れ
、
お
い

し
い
お
米
を
育
て
る
元
に
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
御
船
町
の
人
た
ち
の

命
と
も
い
え
る
水
を
お
く
り
続
け
て

い
ま
す
。
わ
た
し
は
そ
ん
な
「
吉
無

田
水
源
」
が
大
好
き
で
す
。
こ
れ
か

ら
も
、
ず
っ
と
守
って
い
き
た
い
で
す
。

　

宮
川　

僕
が
と
て
も
い
い
と
こ
ろ
だ

と
思
う
の
は
、
北
木
倉
に
あ
る
「
四

宮
神
社
」
で
す
。
秋
に
は
例
大
祭
が

あ
り
、
ぼ
く
は
今
年
2
回
目
に
な
る

神
楽
を
舞
い
ま
し
た
。8
月
か
ら
10
回

く
ら
い
集
ま
っ
て
練
習
し
ま
し
た
。
練

習
は
平
日
、
部
活
の
後
疲
れ
て
い
た

け
れ
ど
友
だ
ち
と
一
緒
に
で
き
て
、

全
然
き
つい
と
は
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

み
ん
な
で
教
え
合
い
な
が
ら
楽
し
く

練
習
で
き
ま
し
た
。
本
番
で
は
練
習

の
成
果
が
出
せ
て
、
最
高
の
演
技
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ぼ
く
は

都
会
と
は
違
う
良
さ
が
た
く
さ
ん
あ

る
御
船
町
が
大
好
き
で
す
。

　

安
田　

高
木
校
区
の
良
さ
は
、
池

や
川
、
木
々
な
ど
自
然
が
豊
か
で
あ

る
こ
と
で
す
。
学
校
の
花
壇
や
学
校

周
辺
に
は
、
色
と
り
ど
り
の
草
花
が

咲
い
て
い
ま
す
。
高
木
小
で
は
、
地

域
の
通
学
路
を
き
れ
い
に
し
よ
う
と

「
ふ
る
さ
と
ク
リ
ー
ン
作
戦
」
を
行
って

い
ま
す
。
こ
の
活
動
は
年
に
3
回
、

全
校
児
童
が
地
域
を
回
っ
て
、
ご
み

を
集
め
ま
す
。
ご
み
拾
い
を
通
し
て
、

地
域
に
目
を
向
け
、
環
境
を
大
切
に

す
る
気
持
ち
を
高
め
て
い
ま
す
。
ま

た
、
恐
竜
の
郷
み
ふ
ね
を
理
解
し
て
い

く
た
め
に
、
全
校
で
恐
竜
の
学
習
を

し
て
い
ま
す
。
恐
竜
博
物
館
の
先
生

の
話
を
聞
き
、
実
際
に
化
石
に
触
れ
、

す
ご
い
昔
の
御
船
町
に
は
た
く
さ
ん
の

恐
竜
が
い
た
と
驚
き
ま
し
た
。
豊
か

な
自
然
と
ふ
る
さ
と
の
環
境
を
大
切

に
し
、
ふ
る
さ
と
を
愛
す
る
気
持
ち

を
持
って
い
る
高
木
が
大
好
き
で
す
。

小
夏　
（
小
坂
）
校
区
内
で
好
き

な
場
所
は
、「
金
光
寺
」
で
、
ぼ
く
の

家
で
も
あ
り
ま
す
。4
0
0
年
前
か
ら

続
い
て
い
る
お
寺
で
す
。
ま
た
、

2
0
0
年
前
に
建
て
ら
れ
た
門
が
あ

り
ま
す
。
小
さ
い
と
き
に
、
こ
の
門
に

登
っ
て
よ
く
遊
び
ま
し
た
。
毎
年
大

晦
日
に
は
除
夜
の
鐘
を
打
ち
ま
す
。

ぼ
く
も
打
ち
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
古

い
も
の
や
伝
統
が
残
っ
て
い
ま
す
。
お

寺
に
は
昔
も
今
も
た
く
さ
ん
の
人
が

お
参
り
に
来
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
た

く
さ
ん
の
人
た
ち
に
慕
わ
れ
て
き
た

と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

学
習
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
て
、

幸
せ
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

平
川　

御
船
町
の
豊
か
な
自
然
を

守
る
た
め
に
、
御
船
高
校
で
は
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
を
中
心
と
し

た
清
掃
活
動
を
行
い
、
地
域
の
方
と

の
交
流
を
深
め
、「
レ
オ
ク
ラ
ブ
」

を
結
成
し
て
い
ま
す
。
御
船
町
の
本

当
に
素
晴
ら
し
い
自
然
環
境
を
守
る

た
め
、
ま
た
も
っ
と
多
く
の
方
に
御

船
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
と
、

御
船
町
一
丸
と
な
っ
て
ほ
か
の
地
域

の
方
に
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
こ
れ

が
一
番
の
魅
力
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
自
分
た
ち
の
町
の
た
め
、
自
然

の
た
め
、
そ
し
て
住
民
み
な
さ
ん
の

た
め
に
一
人
一
人
が
自
覚
を
持
っ
て

町
の
活
性
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。
わ

た
し
が
好
き
な
こ
の
御
船
町
自
然
環

境
の
た
め
に
、
わ
た
し
た
ち
が
守
り

伝
え
て
い
く
た
め
に
、
こ
れ
か
ら
も

多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
積
極

的
に
参
加
し
て
い
き
た
い
で
す
。

太
鼓
の
音
と
迫
力
に
感
動

ホ
タ
ル
が
生
息
す
る
川

町内の幼児から大学生までが一斉に合唱したオープニングセレモニー。
音楽を通して、これからの次代を担う瞳がここに融合を果した。

山
本 

孝
ニ 

御
船
町
長

北
里
耕
亮 

小
国
町
長

　御船町教育フォーラムが11月21日、カルチャーセンターで開催され
幼児から大学生まで約400人が参加しました。町内の幼稚（保育）園、小・
中学校、高校、大学までが連携した「教育のまち」を目指すための取
り組みで、今年で2回目。ここでは、小学生や中学生、高校生が参加
したパネルディスカッションで、「大好きなみふね町」をテーマとし
た発表を中心にお伝えします（文中敬称略）。

学校、家庭、地域で創ろう「学園都市みふね」学校、家庭、地域で創ろう「学園都市みふね」学校、家庭、地域で創ろう「学園都市みふね」教育フォーラム inみふね教育フォーラム inみふね教育フォーラム inみふね

自
慢
し
た
い
吉
無
田
水
源

生
命
の
水
を
守
り
た
い

仲
間
と
神
楽
を
舞
う

本
番
で
最
高
の
演
技

ふ
る
さ
と
ク
リ
ー
ン
作
戦

豊
か
な
自
然
を
大
切
に

歴
史
あ
る
金
光
寺
が
好
き

慕
わ
れ
続
く
こ
と
を
願
う

滝尾小6年

七滝中央小6年

木倉小6年

高木小6年

小坂小6年

中倉 悠真 さん

作田 奈央 さん

宮川　 慎 さん

安田 美沙希 さん

恐
竜
や
貝
の
化
石
の
展
示

レ
プ
リ
カ
作
り
に
も
挑
戦

山
本 

孝
ニ 

御
船
町
長

北
里
耕
亮 

小
国
町
長

総
合
型
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

公
共
施
設
を
利
用
し
た
い

が
あ
ー
っ
ぱ
祭
り
で

幅
広
い
年
代
の
協
力

才
能
豊
か
な
芸
術
家
た
ち

幸
せ
な
学
習
環
境
の
土
壌

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の
参
加

守
り
伝
え
た
い
自
然
環
境

御船小6年

御船中3年

御船中3年

御船高１年

御船高2年

榊 飛翔 さん

坂本 雄太 さん

光永 美月 さん

高田 尚弥 さん

平川 友梨 さん 小夏 真慈 さん

燦然と輝く次代の瞳―。

よ
つ

こ
ん
こ
う 

じ

の
み
や
じ
ん
じ
ゃ
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住
永　

羚　

空

安
松　

健
太
郎

古
川　

峻

権
東　

花　

音

権
東　

伶　

音

濵
田　

駿
 

れ
い        

あ

け
ん  

た  

ろ
う

し
ゅ
ん

  

か        

の
ん

  

れ        

お
ん

し
ゅ
ん

田　

代

辺
田
見

陣陣陣
辺
田
見

浩　

二

智　

美

美　

香

亮　

二

亮　

二

貴　

充

の 

う
ご
き

人氏　

名　
　
　

  

保
護
者　

  

住　

所

うぶごえ

（
95
歳
）

（
80
歳
）

（
86
歳
）

（
79
歳
）

（
70
歳
）

（
78
歳
）

（
103
歳
）

（
66
歳
）

（
81
歳
）

田　

代

田　

代

辺
田
見

木　

倉

滝　

川

滝　

川

辺
田
見

水　

越

木　

倉

11･

5
11･

8
11･

8
11･

9
11･

15
11･

18
10･

24
11･

19
11･

29

氏　

名　
（
年
齢
）  

死
亡
日  

住　

所

おくやみ

11
月
1
日
〜
11
月
30
日
届
出
分 

（
敬
称
略
）

東経　130 度 48 分
北緯　 32度 42分
面積　99.0 ㎞²
町木　もっこく
町花　ふじ

人口　（平成 21年11
　　　　　　　　　　 前月比
男　　 8,704 人 （－５ 人）男　　 8,704 人 （－５ 人）男　　 8,704 人 （－５ 人）
女　　 9,593 人 （－14 人）女　　 9,593 人 （－14 人）女　　 9,593 人 （－14 人）
計　 18,297 人 （－19 人）計　 18,297 人 （－19 人）計　 18,297 人 （－19 人）
世帯数 6,885世帯（－１世帯）世帯数 6,885世帯（－１世帯）世帯数 6,885世帯（－１世帯）

人口　（平成 21年11月末現在）
　　　　　　　　　　 前月比

女　　  人 （  人）
計　  人 （  人）
世帯数 世帯（ 世帯）

人口　（平成 21年11月末現在）
　　　　　　　　　　 前月比
男　　 8,704 人 （－５ 人）男　　 8,704 人 （－５ 人）男　　 8,704 人 （－５ 人）
女　　 9,593 人 （－14 人）女　　 9,593 人 （－14 人）女　　 9,593 人 （－14 人）
計　 18,297 人 （－19 人）計　 18,297 人 （－19 人）計　 18,297 人 （－19 人）
世帯数 6,885世帯（－１世帯）世帯数 6,885世帯（－１世帯）世帯数 6,885世帯（－１世帯）

DATADATA

在）在）

恐竜の郷　御船町
きょうりゅう    　さと　　    み  ふね まち

高齢化率  27.2％
※高齢化率は、65歳以上の人が
　人口に占める割合です。

町長室

Mifune Town

Kumamoto

1日㊎

2日㊏

3日㊐

10日㊐

10日㊐

11日㊊

17日㊐

24日㊐

31日㊐

笹原外科胃腸科医院

のぐち皮ふ科

泰泉堂牟田医院

榊田外科医院

古閑整形外科胃腸科医院

藤岡医院

西村病院

熊本回生会病院

御船クリニック

☎282-0070 
☎237-4112 
☎282-0216 
☎282-6363 
☎284-2010 
☎282-0405 
☎237-1551 
☎237-1133 
☎282-0106

※変更となる場合があります。
　電話で確認してから受診ください

休日当番医

お出かけ情報

くらしの保健 1月
睦月

保健カレンダー

元気クラブカレンダー

対象者：生後3～6か月未満／受付：午後1:00～1:45

対象者：H21.8月～9月生／受付：午前10:00

対象者：H21.5月生／受付：午前9:00

対象者：H20.5月～6月生／午後1:00

対象者：１歳～4歳／受付：午後2:30～3:30

対象者：生後3～90か月未満／受付：午後1:00～1:45

対象者：H21.3月生／受付：午前9:30

対象者：妊婦／受付：午後1:00

受付：午前8:30～午後5:30(土･日･祝日･第一水曜日は除く)

【BCG予防接種】

【4か月児健診】

【7か月児健診】

【1歳6か月児健診】

【フッ素塗布】

【三種混合予防接種】

【10か月児相談】

【母子手帳交付マタニティークラス】

【健康相談】

5日㊋

18日㊊

12日㊋

14日㊍

18日㊊

15日㊎

7日㊍

8日㊎

13日㊌

6日㊌

場所：御船町憩いの家／時間：午前10:00～正午

場所：滝尾公民館／時間：午前10:00～正午

場所：水越公民館／時間：午前10:00～正午

場所：木倉公民館／時間：午前10:00～正午

場所：下高野公民館／時間：午前10:00～正午

場所：陣多目的集会所／時間：午前10:00～正午

場所：七滝公民館／時間：午前10:00～正午

場所：上野公民館／時間：午前10:00～正午

場所：上田代中央公民館／時間：午前10:00～正午

場所：北田代公民館／時間：午後1:30～3:30

【御船、辺田見、滝川地区】

【滝尾地区】

【水越地区】

【木倉地区】

【高木地区】

【小坂、陣、豊秋地区】

【七滝地区】

【上野地区】

【田代東部地区】

【田代西部地区】

※会場は、すべて保健センターとなります
問 保健センター　☎282‒1111

※地域ごとに、開催日などを掲載しています
問 御船町地域包括支援センター　☎282‒2911

I N FOR M A T ION

✂（
キ
リ
ト
リ
線
）

土曜日だ博物館に行こう
　　　　　　　　「河原の石ころ」
開催日／1月23日㊏
時　間／午前9：00～正午
場　所／恐竜博物館
内　容／石ころにふれながら、土地の生いたちを学

びます。
対象者／小学生～中学生（先着 30 名）
参加料／無料（入館料100円必要）
問い合わせ／恐竜博物館　☎282-4051

消防団出初め式
開催日／1月10日㊐
時　間／午前9：00～午前10：00
場　所／若宮堰ふれあい広場（辺田見）
内　容／消防団の一年は出初め式でスタート。小型

ポンプ31台で御船川への一斉放水は見応
え十分。

問い合わせ／役場総務課地域・防災係
　　　　　　☎282-1111

御船町成人式
開催日／1月10日㊐
時　間／午前11：00～正午
場　所／カルチャーセンター
内　容／大人の門出を祝う成人式。晴れ着に身を包

んだ新成人が友人との再会や成長を分か
ち合います。

問い合わせ／教育委員会社会教育課　☎282-0888
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11月の主なうごき

▲北広島町の都谷保育園で芝生化された園庭を視察された
　山本町長（左）と宮村教育長（左4番目）
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住　

所

むすばれ

固定資産税      　　　　　4期
国民健康保険税　　　　　8期
介護保険料　　　　　　　8期
後期高齢者保険料　　　　7期

納　期　日 2月1日㊊
口座振替日 1月27日㊌

あんしん納税

8日㊎

13日㊌

13日㊌

13日㊌

13日㊌

15日㊎

26日㊋

26日㊋

随　時

 学ぼう〝地域づくりのヒント〟
　「総合型スポーツクラブ」では、全国で2,700団
体がそれぞれに活動をされています。広島県北
広島町の「どんぐりクラブ屋台村」は、芝生化事
業として、保育園、小学校などで運動場一面が芝
生化され、子どもたちが伸び伸びと遊び、体力の
向上が図られていました。御船町では、｢フネッ
ピーすこやかスポーツクラブ｣（竹内昭剛会長）
が活躍されています。さて、12月19日（土）には、
「くまもと地域づくりフォーラム」が開催されま
す。大会には、健康や子育てなどの〝地域づく
りのヒント〟がたくさん隠されています。多く
の方の参加をお待ちしています。

1日

2日

4日

5日
6日
7日
8日

9日

10日

11日
13日
15日

16日

19日
20日

21日
22日
23日
24日

25日

26日

27日

28日

29日

30日

交通安全運動推進グラウンド
ゴルフ大会。文化祭開会式。
朝礼。議会全員協議会。嘱託区
再編成地区会議（上野）特別職
報酬審議会。
社会福祉協議会評議員会。中
央ブロック消防広域化協議会
設立総会。御船町商工会青年
部意見交換会。
九横道延岡線建設促進地方大会。
マニフェスト大賞受賞式（東京都）。
二本木祭り（熊本市）。
消防団非常呼集。町民スポー
ツ大会。
上益城茶業青年会各小学校へ
うがい用茶寄附（伝達式）。
上益城消防組合管理者会議。
馬立区上水道落成式。議会全
員協議会。　　　　　　
嘱託員会定例会及び研修（～12日）。
九横道延岡線建設促進要望（～14日）。
御船川清掃。御船町消防団初
級幹部科終了申告式。
東南地区剣道大会。
国民健康保険運営委員会。
消防団正・副団長分団長会議。
議会全員協議会。

総合型スポーツクラブ打合せ。
議会全員協議会。町立若葉保育園
慰問。御船町特別職報酬審議会。
バイオマス打合せ。
御船町教育フォーラム。
田代東部地区スポーツフェスタ。
木倉まつり。
一日女性課長辞令交付及び意
見交換会。御船町甲佐町衛生
施設組合管理者会議・議会。
上益城消防組合管理者会議・
議会。長崎県波佐見町議会か
ら視察研修。三豊市から視察
研修。
プロジェクト・ザ・町民から食
育推進に関する提言書提出。
御船町第4回臨時議会。社会
福祉協議会新理事・評議員交
流会。上益城振興局土木部
と各町の情報交換会。
上益城振興局から個人県民税
徴収率向上のお願いと説明。
吉無田高原・天空の石舞台「ゆ
うすげの丘」竣工式典。
御船町議会基本条例シンポジ
ウム。
学校給食問題検討報告会。

19日㊋

25日㊊

26日㊋

28日㊍

25日㊊

29日㊎

21日㊍

22日㊎

27日㊌

20日㊌
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村上幸人さん（御船）宅の庭（11月20日撮影）
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▼
今
年
も
早
い
も
の
で
一
年
が
終
わ
ろ
う
と
し

て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
に
と
っ
て
は
ど
ん
な
一

年
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
？
▼
今
年
も
赤
ち
ゃ
ん

か
ら
お
じ
い
ち
ゃ
ん
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
ま
で
た
く

さ
ん
の
人
と
出
逢
い
、た
く
さ
ん
の
家
族
と
出
逢

い
、そ
ん
な
出
逢
い
の
中
で
み
な
さ
ん
の
大
切
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も
の
を
ち
ょ
っ
と
だ
け
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ぞ
か
せ
て
も
ら
え
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よ
う
な
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ん
な
得
し
た
気
分
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す
。
そ
し
て
、

広
報
み
ふ
ね
が
幅
広
い
年
齢
層
の
方
に
親
し
ま

れ
、読
ん
で
い
た
だ
け
て
い
る
事
に
感
謝
し
、ま

た
来
年
の
出
逢
い
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

ゆ

▼
こ
の
冬
、
最
高
の
出
会
い
が
訪
れ
ま
し
た
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広
報
研
修
会
に
参
加
し
て
、
県
内
外
の
広
報
担

当
と
広
報
談
義
を
語
り
合
い
ま
し
た
。
話
す
な

か
で
、
ど
の
地
域
の
担
当
者
も
広
報
と
い
う
異

質
の
悩
み
や
壁
に
直
面
し
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
目
指
す
べ
き
も
の
は
同
じ
、「
住
民
に
必
要

と
さ
れ
る
広
報
紙
」―
。今
日
も
同
じ
空
の
下
で〝

仲
間
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頑
張
っ
て
い
る
と
思
う
と
、キ
ツ
イ
、寒
い

な
ん
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言
葉
は
御
法
度
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報
み
ふ
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オ
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ワ
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新
た
な
挑
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が
始
ま
り
ま
す
。
▼
今
年

も
広
報
み
ふ
ね
を
ご
愛
読
い
た
だ
き
感
謝
し
ま

す
。
来
年
は
更
な
る
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
を
目
指

し
て
〝
直
球
勝
負
〞
で
す
。            　
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編
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記

※御船川は、熊本の伝統野菜「水前寺菜」を御船町がブランド化したものです。
　町内６店舗（かあちゃん市、ＪＡみふね青空市、黒潮市場、酒井商店、 きくや、米村商店）をはじめ、鶴屋百貨店、
　サンリブ、マルショク、ハローグリーンの県内主要店舗で販売中です。詳しくは、役場経済振興課農林企画係（☎282-1111）まで
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材料

吉無田の頂上で「ヤッホー」を叫ぶ

　田代地区の木戸屋で11月14日、12石の干支を
まつる「歳ノ神」の社（縦・高さ1.7㍍、横2.0
㍍）で、外壁や屋根の稲藁を取り換える作業が
行われました。この習わしは、五穀豊穣に感謝
して約300年前から続く伝統行事。毎年稲の収
穫後、その年の稲藁を地域住民たちが持ち寄っ
て交換しています。松原公生区長は、「木戸屋
は世帯数が減り高齢化が進んでいる。けれど、
この（歳ノ神の）伝統は地域で力を合わせて保
存していきたい」と力強く話されていました。

　お弁当の定番メニュー「たまごやき」がついに登場です。議会基本
条例シンポジウム（11月29日開催）では、全国町村議会議長会・岡本
光雄氏も講演の中で、「『水前寺菜のたまごやき』はおいしかったで
すよ」と大絶賛。水前寺菜メニューの中でも一番お手軽な一品です。
みなさんも、ぜひ一度ご賞味ください。

神様のお部屋を衣替え神様のお部屋を衣替え神様のお部屋を衣替え

10人で約3時間かけて、社の交換作業が行われた。現在、木戸屋は9世帯19人の集落で、
高齢化率は約63％と極めて高いが、結束力は町内トップクラス。松原公生区長（左下）を
中心として、「工芸村」計画が持ち上がっている。山間部活性化のモデルとして、今後に
期待が膨らむ集落のひとつである

御船川の葉……………………
卵………………………………
白だし……………………
みりん……………………
油･………………………

材料（4人分）

10枚
3個

小さじ2
大さじ2
小さじ1

エネルギー
タンパク質
脂質
炭水化物
カルシウム 
鉄
塩分

89kcal
6.4ｇ
5.0ｇ
2.5ｇ
44mｇ
1.0mｇ
0.2ｇ

栄養価（１人当たり）
① 御船川は葉をとり熱湯でさっとゆで水にさらします。
　（熱湯に通すくらいの方が食感があります）
② ボールに卵、白だし、みりんを入れよく溶いてから、①を
入れます。
③ フライパンを熱してから油を敷き、②を巻きながら焼けば
出来上がり。

作り方（所要時間約15分）


	01
	02-03
	04-05
	06-07
	08-09
	10-11
	12-13
	14-15
	16-17
	18-19
	20-21
	22-23
	24-25
	26-27
	28-29
	30-31
	32

